
平成 年度 宇陀市

備考

事業の目標

H25現計
予算額

3,770,394

特定財源の状況

根拠条例等

総合計画

事業の成果

補正額 78,113

H25補正
前予算額

3,692,281

H25年度
事業の概要

使用料

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

一般財源 78,113

国　費

県　費

市　債

その他

細
目

項
事業の目的

人件費減額と、平成２６年３月末退職予定者に係る退職手当特
別負担金を計上。

款

目

宇陀市予算

区分 №

所管課 42 人事課 （総務部）

区分名

継続
事業
名 人件費補正

4［第 号］

事業
区分

25

<2013>
年度 会計

事業別シート

区分 所属

一般会計

<1> <---> <42>

補正予算

人件費補正金額内訳 (千円）

給料 △ 23,560

職員手当 △ 20,834

共済費 △ 37,532

退手負担金 △ 4,252

小計 △ 86,178

164,291

78,113

人
件
費
減
額
分

退職手当特別負担金
（２８名）

合　　計
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平成 年度 宇陀市

備考

事業の目標

H25現計
予算額

121,664

特定財源の状況

根拠条例等 地方議会議員年金制度の廃止措置を講ずる地方公務員等共済組合法

総合計画

事業の成果

補正額 ▲ 3,385

H25補正
前予算額

125,049

H25年度
事業の概要

共済会の決算見込みが、H24よりもさらに負担率が下がったため減
額補正をする。
議員共済負担金
＜当初＞
議員報酬330千円×15人×12ヶ月×57.6/100＝34,214千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
＜今回＞
議員報酬330千円×15人×12ヶ月×51.9/100＝30,829千円

差引き　　3,385千円　の減額

使用料

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

一般財源 ▲ 3,385

国　費

県　費

市　債

その他

細
目

1 議会費

議会費

項 1 議会費
事業の目的

地方議会議員年金制度の廃止措置を講ずる地方公務員等共済
組合法の一部改正に伴う共済負担金。
（地方公共団体の負担金について）
地方議会議員年金制度の制度廃止後の受給権を持つ受給者へ
の共済給付金の給付については、共済給付金の給付に要する費
用等は、給付業務上の余裕金を除き、その地方公共団体が負担
することとされている。

款 1

目 1

議会費

宇陀市予算

区分 №

所管課 21 議会事務局

区分名

継続
事業
名 議員共済会負担金

4［第 号］

事業
区分

25

<2013>
年度 会計

事業別シート

区分 所属

一般会計

<1> <1-1-1-1> <21>

補正予算
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平成 年度 宇陀市

根拠条例等 宇陀市ふるさと寄附条例

総合計画

寄附金　20,020千円

特定財源の状況

備考

事業の目標

　関係部等において、宇陀市への寄附を促すような有効的かつ前
進的な事業計画を企画・立案して、具体的な事業を示すことで興味
を誘い、具体的な事業計画を元に寄附を促し、事業の実現に向け
て務めていく。

事業の成果

平成２４年度末　基金残高　　　　　　25,816千円
平成２５年度事業充当
　中学校部活動奨励事業　　　　　　　 2,500千円
平成２５年度利息　　　　　　　　　　　　　　86千円
平成２５年度末　基金残高見込額　  43,922千円

補正額 20,020

H25補正
前予算額

586

一般財源

H25現計
予算額

20,606

H25年度
事業の概要

20,020

使用料

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

県　費

国　費

その他

細
目

1 本庁財産管理費

市　債

財産管理費

総務管理費

総務費

区分名

事業の目的

　ふるさと寄附金制度は、宇陀市の発展を応援したいという皆様
の善意によるもので、寄附金は、「ふるさと応援基金」に積立て、
その寄附金を財源として事業に活用させていただくものである。 款 2

目 3

区分 №

項 1

総務課 （総務部） 宇陀市予算

事業
区分

継続
事業
名 ふるさと応援基金

所管課 41

事業別シート

所属

一般会計

<1>

4［第 号］

<2-1-3-1> <41>

25

<2013>

補正予算

区分年度 会計

当初予算500千円、利息86千円
本年度寄附受け状況（平成２６年１月末現在）　　
　　　　　　　　　　　金額 件数

5千円 2件
10千円 4件
20千円 1件
50千円 1件
150千円 1件
1,000千円 1件
19,200千円 1件

合計　20,470千円 11件
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平成 年度 宇陀市

H25補正
前予算額

54,094

H25現計
予算額

52,094

特定財源の状況

事業の成果

　入札差額による減額

備考

事業の目標

　業務経費の節減

補正額 ▲ 2,000

根拠条例等 宇陀市庁舎管理規則  他

総合計画 基本計画　第６章　第２節　行政サービスの向上

H25年度
事業の概要

入札差額による減額。

使用料

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

一般財源 ▲ 2,000

国　費

県　費

市　債

その他

細
目

1 本庁財産管理費

財産管理費

総務管理費
事業の目的

　宇陀市行政の拠点施設であり、災害時には災害対策本部とな
る宇陀市本庁舎施設・設備の適正かつ良好な維持管理を行うと
ともに、来庁者に利用しやすい快適な環境を提供するため、本庁
舎の環境管理・清掃業務等の庁舎敷地内管理を行う。併せて、
職員の事務効率化を高めるための職場環境の整備に努める。

款 2

目 3

区分 №

項 1

区分名

総務費

宇陀市予算所管課 45 管財課 （総務部）

事業
区分

25

<2013>

一般会計

<1>

補正予算 4［第 号］

継続
事業
名 庁舎管理業務

年度 会計

事業別シート

区分 所属
<2-1-3-1> <45>

■庁舎管理経費
（単位千円）

▲ 1,700

▲ 300

▲ 2,000

庁舎宿直委託料（本庁舎・各地域事務所分）

庁舎日直委託料（各地域事務所分）

合　　計
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平成 年度 宇陀市

H25現計
予算額

82,622

事業の目標

自主財源の割合が低い財政状態において、地域の元気臨時交付
金を基金に積み立て、翌年度に実施する事業の財源を確保する。

特定財源の状況

地域の元気臨時交付金　7,622千円

備考

その他

事業の成果

基金に積み立て、翌年度に実施する事業の財源とすることで、事業
の円滑な執行を図ることができる。

一般財源

補正額 7,622

H25補正
前予算額

75,000

国　費 7,622

県　費

市　債

根拠条例等 宇陀市地域づくり推進基金条例

総合計画 基本計画　第6章　第4節　行財政改革の推進

財源の内訳　　（単位：千円）

H25年度
事業の概要

各市町村に交付される地域の元気臨時交付金の交付率が変更さ
れ、交付額が増加したことを受け、翌年度に実施する事業の財源と
するため基金に積み立てる。
[当初交付決定額]
　236,293千円（うち、基金積立額75,000千円）
[変更後交付決定額]
　243,915千円（うち、基金積立額82,622千円）

分担金

使用料

細
目

1 本庁財産管理費

項 1 総務管理費
事業の目的

　地域経済の活性化と雇用の創出を図ることを目的に創設された
地域の元気臨時交付金を基金に積み立て、翌年度事業の財源
に充てる。 款 2 総務費

目 3 財産管理費

区分 № 区分名

所管課 61 財政課 （企画財政部） 宇陀市予算

事業
区分

新規
事業
名 地域の元気臨時交付金積立事業

25 一般会計 補正予算 ［第 4 号］ 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2013> <1> <2-1-3-1> <61>

（単位：千円）
積立金名 補正前 補正 補正後

地域の元気臨時交付金 75,000 7,622 82,622
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <2-1-3-1> <61>

補正予算 4［第

年度 会計 区分 所属

号］

継続
事業
名 基金積立事業

所管課 61 財政課 （企画財政部） 宇陀市予算

事業
区分

事業の目的

後年度において財源不足を生じたときの調整財源として、利活用
することを目的として基金造成する。

款 2

目 3

区分 №

項 1

区分名

総務管理費

総務費

細
目

1 本庁財産管理費

財産管理費

H25年度
事業の概要

993

後年度における財源不足が生じたときの調整財源を積み立てて
おり、平成25年度内に発生した利子が確定したことによる増額積
立。

使用料

国　費

県　費

市　債

根拠条例等 宇陀市財政調整基金条例・宇陀市減債基金条例

総合計画 基本計画　第6章　第4節　行財政改革の推進

備考

事業の目標

財政調整基金は、標準財政規模の10％が概ねの目安であり、すで
に達成できているが、将来の財政負担に備えて基金造成を行う。

452,245
事業の成果

一般財源

H25現計
予算額

453,238

財政調整基金利子　　849千円
減債基金利子　　　　　144千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

993

（単位：千円）
積立金名 補正前 補正 補正後

財政調整基金積立金 451,530 849 452,379
減債基金積立金 715 144 859
　　　　　　　　計 452,245 993 453,238

（単位：千円）
基　金　名 平成24年度末現在高 平成25年度末見込

財政調整基金積立金 1,674,105 2,126,484
減債基金積立金 323,382 324,241

計 1,997,487 2,450,725
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <2-1-4-> <81>

補正予算 4［第

年度 会計 区分 所属

号］

継続
事業
名 公共交通運行事業

所管課 81 企画課 （企画財政部） 宇陀市予算

事業
区分

事業の目的

公共交通廃止路線の代替手段として市営有償バス及びデマン
ド型乗合タクシーを運行し、市民の移動手段の確保と利便性の向
上を図ることを目的とする。 款 2

目 4

区分 №

項 1

区分名

総務管理費

総務費

細
目

企画費

H25年度
事業の概要

　○市営有償バス大宇陀南部線運行事業
　　バス運行管理委託料の確定に伴う　　　　　　　　▲５１５千円

　○市営有償バス榛原大野線運行業務
　　バス運行管理委託料の確定に伴う　　　　　　　　▲３６０千円

　○デマンド型乗合タクシー運行事業
　　デマンド型乗合タクシー運行の減に伴う　　　▲３，０００千円

使用料

国　費 2,135

県　費

市　債

根拠条例等 宇陀市代替バス事業に関する条例及び宇陀市デマンド型乗合タクシーの運行に関する条例

総合計画 基本計画　第３章　第３節　公共交通機関の充実

備考

事業の目標

市民の移動手段の確保、効率的な運行及び利用者の増加

21,557
事業の成果

　○市営有償バス大宇陀南部線運行事業
　　平成２５年度利用者数（２５年１２月末現在）2,402人

　○市営有償バス榛原大野線運行業務
　　平成２５年度利用者数（２５年１２月末現在）1,846人

　○デマンド型乗合タクシー運行事業
　　平成２５年度１日平均利用者数（２５年１２月末現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17.3人

一般財源 ▲ 5,410

H25現計
予算額

17,682

デマンド型乗合タクシー使用料
　　　　　　　　　　　　 　▲600千円
地域公共交通確保維持改善事業費
補助金（榛原大野線）
　　　　　　　　　　　　　  2,135千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

▲ 600

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 3,875
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平成 年度 宇陀市

年度 会計 区分 所属

所管課 44 秘書広報情報課 （総務部）

<44>

補正予算

事業
区分

25

<2013>

一般会計

<1> <2-1-5-1>

［第

2

号］

宇陀市予算

4 事業別シート

継続
事業
名 本庁電子計算費

項 1

区分 № 区分名

総務費

国　費

県　費

目 5 電子計算費

総務管理費

根拠条例等

総合計画 基本計画　第６章　第２節　行政サービスの向上

細
目

1 本庁電子計算費

事業の目的

本庁及び地域事務所、各出先機関、各学校を高速ネットワークで
接続し、事務の効率化を図る。また、住民記録システムや税シス
テム等の基幹系システムの稼動により、迅速な住民サービスに
対応する。
情報系システムの保守委託料、基幹系システムや光ファイバー
使用料等を計上している。

款

H25年度
事業の概要

住民記録、税、保険、福祉等の基幹系業務については、クラウド方
式による基幹系システムで業務を行っているが、以下の理由により
減額が発生した。
①SEのサポートが必要な処理、設定等のためのサポート費用の不
執行。（職員により対応）
②新規で導入したコンビニ収納に対応する追加費用の不執行。（追
加作業が発生しなかった）

使用料

その他

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

市　債

事業の成果

クラウド方式による安定的な基幹系業務の運用。

補正額 ▲ 2,149

H25補正
前予算額

123,622

H25現計
予算額

121,473

一般財源 ▲ 2,149

特定財源の状況

備考

事業の目標

業務の継続性の確保、正確で迅速な住民サービスの提供、業務効
率の向上、経費の削減、情報セキュリティの向上。
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平成 年度 宇陀市

合併特例債　　　▲34,200千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

36,000

補正額

その他

▲ 36,000

H25現計
予算額

備考

事業の目標

総合計画 基本計画　第６章　第１節　市民と行政の協働のまちづくり

事業の成果

一般財源 ▲ 1,800

H25年度
事業の概要

奈良県の策定した県庁舎系施設中部地域再配置計画に基づき、
宇陀土木事務所及び東部農林事務所の菟田野地域事務所への移
転計画が進められており、当初、それらの施設からの移転人数は
約40名を予定していたが、最終的には70名を超過するような状況と
なっている。
そのため、菟田野地域事務所は本来の目的である地域事務所機
能、県施設などの行政事務所機能を優先させることから、自主放送
スタジオの移転についてはスペース等の問題で難しく、今回、菟田
野地域事務所への移転を断念し全額減額する。
尚、自主放送スタジオの移転先については、現在、検討中であ
る。

使用料

財源の内訳　　（単位：千円）

市　債

分担金

▲ 34,200

県　費

細
目

1 自主放送費

国　費

根拠条例等

事業の目的

自主放送費

総務費

目

項 1 総務管理費

区分 № 区分名

事業
名

14

宇陀市自主放送スタジオ移転事業

　今後の自主放送の運営は、行政からの緊急放送等を除き民間
団体等への番組等の制作を委託する方向で進めている。ついて
は、官民協働で使用するスタジオが必要になるが、現在のスタジ
オは手狭であり、対談番組であっても３名以上の撮影を行うこと
ができない。又、事務スペース及び駐車スペースを確保できない
ことから民間への移行はもちろん、対談番組の制作にも支障をき
たしている。これらを改善するために、菟田野地域事務所の空部
屋を利用し複数人が同時に撮影できるスタジオ及び事務スペー
スを整備する。

款 2

所管課 44 秘書広報情報課 （総務部） 宇陀市予算

事業
区分

新規

年度 会計 区分 所属

25

<2013>

事業別シート4［第 号］一般会計

<1> <2-1-14-1> <44>

補正予算
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <3-1-1-1> <127>

補正予算 4［第

年度 会計 区分 所属

号］

新規
事業
名 福祉活動基金積立金

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市予算

事業
区分

事業の目的

高齢化社会の到来に備え、福祉活動を促進し、快適な生活環境
の形成を図る。

款 3

目 1

区分 №

項 1

区分名

社会福祉費

民生費

細
目

1
本庁社会福祉総務
費

社会福祉総務費

故高谷はな氏より、福祉活動に役立てていただきたいと寄付をいた
だきました。故人の遺志を尊重し、宇陀市の福祉増進のために活
用させていただきます。

使用料

国　費

県　費

市　債

事業の目標

宇陀市民の福祉向上に活用する。

事業の成果

今後、宇陀市の福祉増進のために、有効に活用させていただくた
めに、慎重に検討させていただく。

H25年度
事業の概要

H25現計
予算額

30,000

社会福祉費寄附金　　30,000千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等 宇陀市福祉活動基金条例

総合計画

備考

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

30,000

一般財源

30,000
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平成 年度 宇陀市

<3-1-2-1> <127>
年度 会計 区分 所属

25 一般会計 補正予算 ［第 4 号］ 事業別シート

<2013> <1>

事業
区分

新規
事業
名 障害福祉システム改修（制度改正）

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市予算

区分 № 区分名

民生費

目 2 障害者福祉費

項 1 社会福祉費

根拠条例等 障害者総合支援法

細
目

1 本庁障害者福祉費

事業の目的

平成26年4月からの障害者総合支援法改正に伴う、障害福祉シ
ステムの改修を行う。

款 3

総合計画 基本計画　第２章　第４節　障害のある人がいきいきと暮らせるまち

財源の内訳　　（単位：千円）

H25年度
事業の概要

平成25年度予算概要
障害者総合支援法改正に伴う、障害福祉システムの改修

委託料　　　840，000円
分担金

使用料

国　費 420

県　費

市　債

その他

事業の成果

障害者自立支援給付事業の事務処理の適正・効率化の推進 一般財源 420

補正額 840

H25補正
前予算額

H25現計
予算額

840

事業の目標

障害者自立支援給付事業の事務処理の適正・効率化実施 特定財源の状況

地域生活支援事業費補助金
　　　　　　　　　　　　420千円

備考
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平成 年度 宇陀市

心身障害者医療費助成事業補助金
　　　　　　　　　　▲1,606千円

福祉医療費助成制度高額療養費（雑
入）
　　　　　　　　　　　▲220千円

特定財源の状況

備考

事業の目標

根拠条例等 宇陀市心身障害者医療費助成条例、同条例施行規則

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

事業の成果

補正額 ▲ 3,500

H25補正
前予算額

53,184

▲ 1,674

H25現計
予算額

49,684

県　費 ▲ 1,606

一般財源

市　債

H25年度
事業の概要

▲ 220

＜補正の理由＞
県の制度に準じ（宇陀市は所得制限を撤廃している）、身体障害者
手帳１，２級、又は療育手帳Ａ１、Ａ２所持者に対して、保険診療に
係る医療費の自己負担金の一部を助成している（高額療養費相当
分についても一旦福祉医療の扶助費で支出している）が、本年度
の執行見込額を精査した結果、予算を減額する。

（扶助費）

使用料

その他

国　費

細
目

1 本庁障害者福祉費

障害者福祉費

区分名

項 1

区分 №

社会福祉費

民生費

宇陀市予算

事業の目的

心身障害者に対して医療費の一部を助成し、もって心身障害者
の健康の保持及び福祉の向上を図ることを目的とする。

款 3

目 2

25

継続
事業
名 心身障害者医療費助成事業

一般会計 補正予算 ［第 号］

事業
区分

所管課 101 保険年金課 （市民環境部）

年度 会計

事業別シート

区分 所属
<101><2013> <1> <3-1-2-1>

4

執行見込 予算 過不足額
県単事業分 39,109千円 42,321千円 -3,212千円
市単事業分 3,399千円 3,467千円 -68千円
高額療養費立替払分 5,721千円 5,941千円 -220千円

計 48,229千円 51,729千円 -3,500千円

○心身障害者医療扶助費支給実績
平成２３年度 平成２４年度

県単事業分 41,083千円 39,939千円
市単事業分 2,989千円 2,935千円
高額療養費立替払分 4,783千円 4,335千円

計 48,855千円 47,209千円
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平成 年度 宇陀市

H25補正
前予算額

H25現計
予算額

3,323

介護保険事業費補助金
　　　　　　　　　　　1,661千円

特定財源の状況

事業の成果

介護保険事業の事務処理の適正・効率化の推進

備考

事業の目標

介護保険事業の適正実施

補正額 3,323

根拠条例等 介護保険法

総合計画 基本計画　第２章　第３節　高齢者が安心して暮らせるまち　

H25年度
事業の概要

平成25年度予算概要

消費税増税にかかる介護保険システム改修

委託料　　　３，３２２，２００円 使用料

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

一般財源 1,662

国　費 1,661

県　費

市　債

その他

細
目

1 本庁介護保険費

介護保険費

社会福祉費
事業の目的

平成26年4月からの消費税増税に伴う、介護報酬改定によるシス
テムの改修を行う。

款 3

目 6

区分 №

項 1

区分名

民生費

宇陀市予算所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部）

事業
区分

25

<2013>

一般会計

<1>

補正予算 4［第 号］

新規
事業
名 介護保険システム改修

年度 会計

事業別シート

区分 所属
<3-1-6-1> <127>
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平成 年度 宇陀市

特定財源の状況

3,451

H25補正
前予算額

5,870

一般財源 3,451

補正額

H25現計
予算額

9,321

根拠条例等 奈良県住宅新築資金等貸付助成事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　第４章　第１節　誰もが尊重される共生のまちづくり

その他

県　費

市　債

備考

事業の目標

H25年度
事業の概要

事業の成果

貸付制度（新築・宅地・改修）は、平成１３年度で廃止さ
れたが、その後の償還等に係る事務を行っている。公正で効
率的に償還を進めるために、奈良県住宅新築資金等貸付金回
収管理組合に加入し、債権の回収を管理組合が行い、その会
計処理を特別会計で処理している。
貸付資金の回収を行っている奈良県住宅新築資金等貸付金

回収管理組合が資金の借受人の破産などにより回収不能と判
断した13,799千円について、回収不能の４分の３を県補助金
として10,349千円を受け入れ、残りの４分の１を一般会計か
ら特別会計に3,451千円を繰出して精算するものである。

使用料

国　費

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

細
目

1 人権行政推進費

事業
区分

継続
事業
名 住宅新築資金貸付事業

人権行政推進費

社会福祉費

民生費

所管課

事業の目的

歴史的社会的理由により、生活環境等の安定向上が阻害されて
いる地域の環境改善を図るため、町村条例に基づき貸付けを
行った「住宅新築資金」「宅地取得資金」及び「住宅改修資金」を
公正で適正かつ効率的に回収すること。

款 3

目 7

102 人権推進課 （市民環境部） 宇陀市予算

号］

<102>

補正予算 4［第

項 1

区分 № 区分名

年度 会計 区分 所属

25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <3-1-7-1>

回収不能と判断された債権
区　分 件数 貸付元金 貸付利子 償還額 未償還額 未到来利子 回収不能額

新築 1 6,000 3,011 1,502 7,509 106 7,403
宅地 1 5,000 2,510 1,227 6,283 79 6,204
改修 1 800 127 735 192 0 192
合　計 3 11,800 5,648 3,464 13,984 185 13,799
13,799千円×3/4＝10,349千円（補助金）

調定額 収入額 調定額 収入額 調定額 収入額
32,349 7,116 513,859 8,664 546,208 15,780 530,428

未済額

住宅新築資金等貸付金を借受人より回収する
平成２５年度当初債権数　　257件

平成２５年債権回収状況

（平成25年8月末現在）

現年度 過年度 合　計
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平成 年度 宇陀市 4

区分

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <3-1-9-20> <123>

補正予算

所属

事業
区分

継続
事業
名 多世代交流プラザ営業損失補てん金

［第

年度 会計

所管課 123 健康増進課 （健康福祉部）

事業の目的

　本市に湧出した良質豊富な温泉資源の有効活用を図り、住民
の生涯健康を実現するとともに、広く地域の活性化に資すること
を目的とする。 款 3

区分

細
目

項 1

宇陀市予算

民生費

区分名

目

20
多世代交流プラザ
管理運営費

9
多世代交流プラザ
管理運営費

社会福祉費

№

施設の維持管理は定期的に指定管理者が行っているが、施設内
での温泉施設でのポンプ源泉地ポンプ入れ替えが必要な時期にあ
り、温浴及び観光資源としてのあきののゆの維持のため本年冬季
に実施する予定で計画していたが、H25年10月に突然故障し復旧
まで1か月を要したため、運営に対して発生した損失の一部を負担
する。

集客に対する補填　　2,435,450円
経費に対する補填　　1,436,865円
　　　　　　　　　　　 　　3,872,315円

使用料

国　費

県　費

その他

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

特定財源の状況

H25補正
前予算額

7,398

3,873

根拠条例等 宇陀市心の森「多世代交流プラザ」条例・条例施行規則

総合計画

備考

事業の目標

指定管理者の専門的な技術と経験を活かして、温泉資源の有効活
用を図り、住民の生涯健康を実現するとともに、広く地域の活性化
に資する。

事業の成果

H25年度
事業の概要

昨年度も年間で17万人を超える利用者数があり、指定管理者制度
に移行後、毎年多くの方に利用されている。
その利用者のほとんどが温泉施設を利用されていることから、今後
も施設運営のための安定した温泉水の確保を行う。

一般財源 3,873

H25現計
予算額

11,271

補正額
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平成 年度 宇陀市

年度 会計 区分 所属

事業別シート一般会計

<1> <3-2-1-1> <101>

補正予算 号］4［第

継続
事業
名 子ども医療費助成事業

25

<2013>

2

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市予算

事業
区分

事業の目的

子どもを養育している者に対し、当該子どもに係る医療費の一部
を助成することで、子どもの健康の保持及び福祉の向上を図る事
を目的とする。 款 3

目 1

区分 №

項

民生費

区分名

児童福祉総務費

細
目

1
本庁児童福祉総務
費

児童福祉費

県　費 ▲ 1,199

市　債

根拠条例等 宇陀市子ども医療費助成条例、同条例施行規則

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

一般財源 ▲ 2,736

H25現計
予算額

27,682

H25年度
事業の概要

▲ 565

＜補正理由＞
県の制度は所得制限を設け、小学校就学前の乳幼児の医療費の
自己負担額の一部を助成するものだが、宇陀市は所得制限を撤廃
するとともに入院医療費については中学校卒業時までの子どもの
医療費の自己負担金相当額を助成しているところだが、本年度に
おいて助成費の執行見込額を精査した結果、予算を減額するもの
である。

使用料

国　費

備考

事業の目標

事業の成果

乳幼児医療費助成事業補助金
　　　　　　　　　▲1,199千円

福祉医療費助成制度高額療養費（雑
入）
　　　　　　　　　　▲565千円

特定財源の状況

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 4,500

H25補正
前予算額

32,182

執行見込 予算 過不足額
20,790千円 23,187千円 -2,397千円

小学校就学前分 540千円 1,198千円 -658千円
小・中学生入院分 2,800千円 3,680千円 -880千円

638千円 1,203千円 -565千円

24,768千円 29,268千円 -4,500千円

県単分（小学就学前）

市
単

高額療養費立替払分

計

○子ども医療扶助費支給実績
平成２３年度 平成２４年度
20,063千円 20,389千円

小学校就学前分 543千円 684千円
小・中学生入院分 1,973千円 2,112千円

678千円 622千円
23,257千円 23,807千円計

県単分（小学就学前）

市
単

高額療養費立替払分
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平成 年度 宇陀市

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位千円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　当初　　　　　決算見込　　　　　補正額
市内私立保育所運営費　　　64,474　　　　　59,474　　　　　▲5,000
市外委託保育所運営費　　　11,762　　　　　　7,762　　　  　▲4,000
　　合　　　計　　　　　　　　　　 76,236          67,236      ▲9,000

【入所人員】
　しらゆり保育園　　25年4月見込：74名
　　　　　　　　　　　　26年1月現在：68名

　市外委託保育所　25年4月見込：12名
　　　　　　　　　　　　26年1月現在：　7名

使用料

根拠条例等 ◆児童福祉法第３５条第３項◆宇陀市保育の実施に関する条例及び同条例施行規等◆宇陀市民間保育所運営補助金交付要綱

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

その他

国　費 ▲ 4,099

県　費 ▲ 2,049

備考

76,236

事業の目標

現在、榛原地域では保育所の需要は急激に増加しており、国の子
育て施策の動向もみつつ、待機児童の発生をおさえるよう民間保
育所の事業拡大を含め、市民の子育てをサポートしていく。
また、保育に欠ける児童を居住地の市町村以外の市町村にある保
育所に入所させ広域入所の需要に対処する。

H25年度
事業の概要

H25現計
予算額

67,236

事業の成果

現在榛原地域では公立保育所だけでは、待機児童が発生する。民
間保育所があることにより、待機児童の発生を食い止め、市民の
子育てへの支援の充実を図っている。

当初、入所予定人数に達する見込みがないことにより減額補正す
る。

保育所保護者負担金　1,500千円
保育所運営費負担金（国費）
　　　　　　　　　　　　　▲4,099千円
保育所運営費負担金（県費）
　　　　                  ▲2,049千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

補正額 ▲ 9,000

一般財源 ▲ 4,352

細
目

1 本庁児童措置費

児童措置費

1,500

児童福祉費

民生費

区分 №

項 2

区分名

事業
区分

事業の目的

児童福祉法に基づき保護者が居宅内外勤務、疾病又は災害等
により、家庭内において十分保育することが出来ない児童を、保
護者にかわって私立保育園に於いて保育を実施する。また、保
護者の通勤等の理由により、宇陀市内保育所での保育が困難な
児童等を他市町村保育所において委託保育を実施する。

款 3

目 2

継続
事業
名 保育所児童措置事業（宇陀市内及び市外委託）

所管課 126 子ども支援課 （健康福祉部） 宇陀市予算

年度 会計 区分 所属

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <3-2-2-1> <126>

補正予算 4［第
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平成 年度 宇陀市

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

予算見込より児童数が減ったため減額する。
・児童扶養手当　▲9,446千円　（H25見込み　104,554千円）

・児童手当　　▲5,735千円　（H25見込み　387,745千円）
　　現況未届出者6件は届出次第、随時支払予定　680千円 使用料

根拠条例等 児童扶養手当法・児童手当法

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育て支援が充実したまち

その他

国　費 ▲ 7,010

県　費 ▲ 938

備考

507,480

事業の目標

児童扶養手当・・・児童が養育されている家庭の生活の安定と自立
を助け、児童の健全育成を図る。

児童手当・・・次世代の社会を担う子ども一人ひとりの育ちを社会全
体で応援する。

H25年度
事業の概要

H25現計
予算額

492,299

事業の成果

児童扶養手当負担金（国費）
　　　　　　　　　　　　▲3,149千円
児童手当負担金（国費）
　　　　　　　　　　　　▲3,861千円
児童手当負担金（県費）
　　　　　　　　　　　　  ▲938千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

補正額 ▲ 15,181

一般財源 ▲ 7,233

細
目

1 本庁児童措置費

児童措置費

児童福祉費

民生費

区分 №

項 2

区分名

事業
区分

事業の目的

・児童扶養手当・・・父又は母と生計を同じくしていない児童や父
又は母が重度の障害の状態にある児童が養育されている家庭の
生活の安定と自立を助け、児童の健全育成を図ることを目的に
支給する。

・児童手当・・・次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援す
るため、中学校終了前までの子どもについて支給する。

款 3

目 2

継続
事業
名 児童措置費

所管課 126 子ども支援課 （健康福祉部） 宇陀市予算

年度 会計 区分 所属

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <3-2-2-1> <126>

補正予算 4［第
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平成 年度 宇陀市

H25現計
予算額

3,044

▲ 1,550

H25補正
前予算額

4,594

市　債

根拠条例等 宇陀市放課後児童健全育成事業実施要綱

総合計画 基本計画　第２章　第５節　子育てが充実したまちづくり

事業の成果

保護者が安心して就労に従事できる。さらには、児童に適切な遊び
の場及び生活の場を与え、児童の健全育成に寄与するとともに、
保護者の子育てを支援する。

一般財源 ▲ 1,627

補正額

H25年度
事業の概要

備考

事業の目標

将来的には学校の敷地内で放課後児童健全育成事業を行う。

1名の臨時職員が産前産後休暇及び病気休暇を取得したこと、ま
た、さらに1名の臨時職員が週5日のうち3日間の勤務としたことによ
り、臨時職員の賃金支出が減少する。

放課後児童健全育成事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　77千円

特定財源の状況

その他

財源の内訳　　（単位：千円）

使用料

国　費

県　費 77

分担金

細
目

80
室生地域事務所放
課後児童健全育成

放課後児童健全育
成事業費

目 5

区分 №

款 3

項 2

所管課 102 人権推進課 （市民環境部）

事業の目的

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学児童に対し、授業
の終了後及び長期休暇時等に児童福祉施設を利用して、適切な
遊びと生活の場を与え、児童の健全な育成を図る。

児童福祉費

民生費

区分名

事業
区分

継続
事業
名 室生西児童館クラブ放課後児童健全育成事業

年度 会計 区分 所属

号］

宇陀市予算

25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <3-2-5-80> <102>

補正予算 4［第

賃金 千円▲ 1,550
室生放課後健全育成事業予算積算概要
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平成 年度 宇陀市 4

区分

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <4-1-2-> <123>

補正予算

所属

事業
区分

継続
事業
名 予防接種事業

［第

年度 会計

所管課 123 健康増進課 （健康福祉部）

事業の目的

予防接種の実施によって伝染のおそれのある疾病の発生及び蔓
延を予防し、公衆衛生の向上及び増進に寄与する。

款 4

区分

細
目

項 1

宇陀市予算

衛生費

区分名

目 2 予防費

保健衛生費

№

・医薬材料費　▲504千円
 集団接種用ＢＣＧワクチン、日本脳炎ワクチンの減額
・印刷製本費　▲100千円
　予防接種問診票印刷製本費の減額
・委託料　▲9,000千円　　　個別接種委託料
  子宮頚がんワクチン　予算600回分　決算見込み160回分
　　　　　　　　　　　    　　　440回分の減額
  日本脳炎ワクチン　　　予算1000回分　決算見込み700回分
　　　　　　　　　　　　　   　300回分の減額
・負担金、補助及び交付金　▲1,200千円
  風しん予防接種補助　予算300回分　決算見込み60回分
　　　　　　　　　　　　　   　240回分の減額

使用料

国　費

県　費 ▲ 11,501

その他

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

子宮頸がん等ワクチン接種事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　▲11,651千円

風しんワクチン接種事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　150千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

86,237

▲ 10,804

根拠条例等 予防接種法　宇陀市インフルエンザ予防接種実施要綱

総合計画 基本計画　第２章　第１節　健康づくりの推進

備考

事業の目標

　感染症が蔓延し、大きな被害を受けてきた時代は過ぎ去ったもの
の、予防接種によって獲得した免疫が感染症の流行を抑制してお
り、今後も予防接種の接種機会を安定的に確保し、接種率を確保
していく必要がある。

事業の成果

H25年度
事業の概要

昨年度まで任意予防接種であった小児肺炎球菌・ヒブ・子宮頸がん
予防ワクチン接種が定期接種となり、感染症の抑制を図っている。
・子宮頸がんワクチンは本年6月より積極的な干渉を控えており、
接種者は減少している。
・妊娠を希望する女性と妊婦の配偶者に対し、風しん予防接種費
用を助成し、接種勧奨する。

一般財源 697

H25現計
予算額

75,433

補正額
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平成 年度 宇陀市 4

区分

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <4-1-4-> <123>

補正予算

所属

事業
区分

継続
事業
名 がん検診事業・がん検診推進事業費

［第

年度 会計

所管課 123 健康増進課 （健康福祉部）

事業の目的

　宇陀市における死因別順位は、1位が悪性新生物（がん）、2位
心疾患、3位肺炎となっており、がんの早期発見のために検診は
最も重要である。市民にがん検診の機会を提供し、疾病の予防を
目的として健康診査を実施する。

款 4

区分

細
目

項 1

宇陀市予算

衛生費

区分名

目 4 健康づくり費

保健衛生費

№

がん検診推進事業の対象が変更（乳がん検診45歳～60歳までの
隔年実施分も対象となる。子宮がん検診30歳代にＨＰＶ検査追加）
される予定であったが、変更がなかったため予算執行見込み額の
減。

使用料

国　費 ▲ 3,571

県　費

その他

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

がん検診推進事業補助金
　　　　　　　　　　　　　▲3,571千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

38,861

▲ 6,095

根拠条例等 宇陀市健康診査実施に関する要綱

総合計画 基本計画　第３章　第１節　健康づくりの推進

備考

事業の目標

事業の成果

H25年度
事業の概要

・印刷製本費　▲1,000千円
　がん検診推進事業のクーポン等印刷部数の減

・通信運搬費　▲800千円

・委託料　▲4,295千円
  子宮がん検診（医療機関検診）
　  30歳代ＨＰＶ検査が追加されなかった　　▲1,800千円
  乳がん検診クーポン対象が拡大されなかった
    （医療機関検診）　　　　　　　　　　　　　　　　▲1,500千円
    （集団検診）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　995千円

一般財源 ▲ 2,524

H25現計
予算額

32,766

補正額

-21-



平成 年度 宇陀市 4

区分

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <4-1-4-4> <123>

補正予算

所属

事業
区分

継続
事業
名 妊婦健康診査・母子手帳交付事業

［第

年度 会計

所管課 123 健康増進課 （健康福祉部）

事業の目的

妊娠経過と出生後の子どもの成長、予防接種歴を記録する母子
健康手帳を妊娠が分った時点で交付する。交付時の保健指導
は、妊娠・出産に対する不安や悩みの把握・相談とともに今後の
関わりや支援のきっかけの機会となる。
妊婦の健康管理や異常の早期発見のために定期的な妊婦健康
診査の受診を徹底するため費用を助成する。

款 4

区分

細
目

項 1

宇陀市予算

衛生費

区分名

目

4
本庁母子健康づくり
費

4 健康づくり費

保健衛生費

№

妊婦健康診査見込者数の減による。
（委託料）
　妊婦健康診査委託料　　▲1,200千円
妊娠中に1枚2500円の受診券を全部で３６枚使用することができ
る。
　　　　予算　　160人分　　　決算見込み　　14７人分
　　　　　　　1３人分の減数

（負担金、補助金及び交付金）
　妊婦健康診査（県外）補助金　　▲850千円
　　　　予算　　３0人分　　　決算見込み　　２０人分
　　　　　　　1０人分の減数

使用料

国　費

県　費 ▲ 6,175

その他

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

妊婦健康診査事業補助金
　　　　　　　　　　　▲6,175千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

20,019

▲ 2,050

根拠条例等 母子保健法

総合計画 基本計画　第２章　第１節　健康づくりの推進

備考

事業の目標

事業の成果

H25年度
事業の概要

妊婦が安心して健診を受けることができ、妊婦と胎児の健康管理
の向上が図れる。

一般財源 4,125

H25現計
予算額

17,969

補正額
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平成 年度 宇陀市

<4-1-5-1> <103>
年度 会計 区分 所属

25 一般会計 補正予算 ［第 4 号］ 事業別シート

<2013> <1>

事業
区分

継続
事業
名 簡易水道事業繰出金

所管課 103 環境対策課 （市民環境部） 宇陀市予算

項 1 保健衛生費

区分

簡易水道費

№ 区分名

根拠条例等 宇陀市簡易水道事業等に関する条例・宇陀市簡易水道事業給水条例

事業の目的

給水人口12,702人（平成２５年12月末）の加入者に対して安心・安
全・安定した飲料水の供給をめざし、経営基盤の強化を図りなが
ら、水道施設の管理・運営を行うため一般会計から繰り出しを行
う。

款 4 衛生費

目

細
目

1 簡易水道費

5

市　債

その他

財源の内訳　　（単位：千円）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

H25年度
事業の概要

簡易水道事業の執行状況の精査及び前年度繰越金により
6,520千円の減額。

分担金

使用料

国　費

県　費

事業の成果

一般財源 ▲ 6,520

補正額 ▲ 6,520

H25補正
前予算額

285,652

H25現計
予算額

279,132

事業の目標

特定財源の状況

備考

今後とも、安心・安全・安定した飲料水を供給するとともに経費削減
を図り、一般会計からの繰入金の減少に努める。
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平成 年度 宇陀市 号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <4-1-10-1> <103>

補正予算 4［第

年度 会計 区分 所属

103 環境対策課 （市民環境部） 宇陀市予算

事業
区分

事業の目的

水道法の規定に基づき水道事業を実施。
安心、安全、安定した飲料水の供給を目指し、未普及地域の解
消整備事業に出資金を繰り出す。 款 4

目 10

継続
事業
名 上水道事業会計出資金

所管課

区分 №

項 1

区分名

保健衛生費

衛生費

細
目

1 上水道費

上水道費

未普及地域解消事業のうち補助対象事業額のうち１/２以内を一般
会計から出資する。

使用料

国　費

県　費

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

その他

24,000

一般会計出資債　　24,000千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等 水道法第15条

総合計画 基本計画　第3章　第4節　上下水道の整備

備考

事業の目標

給水区域への安全で安心な飲料水の供給。

21,000
事業の成果

H25年度
事業の概要

公営水道を接続することにより、衛生的に管理された飲料水が供
給され、環境衛生の改善が図れる。

一般財源

H25現計
予算額

45,000

補正額 24,000
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平成 年度 宇陀市

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 6,956

一般財源 ▲ 6,956

H25現計
予算額

135,852

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等

総合計画 基本計画　第3章　第4節　上下水道の整備

備考

事業の目標

142,808
事業の成果

H25年度
事業の概要

下水道事業の執行状況の精査により減額。

使用料

国　費

県　費

市　債

細
目

1 下水道費

下水道費

保健衛生費

衛生費

区分 №

項 1

区分名

事業
区分

事業の目的

下水道事業特別会計に対する操出金（基準外操出金）

款 4

目 11

継続
事業
名 下水道事業会計操出金

所管課 103 環境対策課 （市民環境部） 宇陀市予算

年度 会計 区分 所属

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <4-1-11-1> <103>

補正予算 4［第

操出金充当表（下水道事業特別会計） （単位千円）
目 節

総務費 共済費 ▲ 200
管理費 給料 ▲ 2,500

職員手当 ▲ 1,500
共済費 ▲ 900
使用料及び賃借料 ▲ 1,028

建設費 共済費 ▲ 500
公債費 利子 ▲ 328

▲ 6,956
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平成 年度 宇陀市

H25現計
予算額

3,001

事業の目標

次の事業推進及び実施を図るために要する経費として基金処分を
行う。（基金条例第6条）
　国・県及び外郭団体による産業支援体制との連携強化
　地元企業の活性化支援並びに起業、新産業創出及び既存企業
の高度化のための人材育成支援
　産官学連携の推進
　地域ブランドとなる新たな特産品及び加工品の開発
　工業団地及び企業の誘致

特定財源の状況

商工費雑入　　3,000千円

備考

その他 3,000

事業の成果

運用益金（利息）の積み増し 一般財源

補正額 3,000

H25補正
前予算額

1

国　費

県　費

市　債

根拠条例等 宇陀市産業支援基金条例

総合計画 基本計画　第5章　第1節　農林業の活性化、第2節　商工業の活性化

財源の内訳　　（単位：千円）

H25年度
事業の概要

[当初]基金利息積立
　25年当初元金3,458,944円
　25年度利息　3,458,944円×0.025％＝865円
[補正]
　市の毛皮革産業の振興に寄与する目的で設立された財団法人宇
陀市菟田野毛皮革産業振興公社が、平成25年11月30日をもって
解散されたため、公社寄付行為により市に帰属された公社の残余
財産である市の出資金3,000千円を産業支援基金へ積み増し、基
金目的に即した今後の運用を図る。

分担金

使用料

細
目

1 農業振興費

項 1 農業費
事業の目的

　市の産業振興を効果的に推進するための事業の実施に必要な
財源に充てる目的で基金に積み立てる。

款 5 農林水産業費

目 3 農業振興費

区分 № 区分名

所管課 142 農林課 （農林商工部） 宇陀市予算

事業
区分

継続
事業
名 産業支援基金積立金

25 一般会計 補正予算 ［第 4 号］ 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2013> <1> <5-1-3-1> <142>
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平成 年度 宇陀市

戸別所得補償制度導入推進事業
補助金　　　　　　　　▲3,807千円

特定財源の状況

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 3,807

H25補正
前予算額

5,888
事業の成果

当初予算　　5,888千円
執行予定　　2,081千円
補正額　　　 3,807千円（減額）
【内訳】
             当初予算　　　　執行予定　　　　　　補正額
賃金　　　　874千円　　　　505千円　　　　　369千円
報償費　 1,007千円　　　　495千円　　　　　512千円
需要費　 3,507千円　　　　841千円　　　　2,666千円
役務費　　 300千円　　　　　80千円　　　　　220千円
使用料　　 200千円　　　　160千円　　　　　　40千円

参考
総事業費　　　当初予算6,088千円　　執行予定2,281千円
　　　　　　　　　　（内、２００千円は人件費で執行）

一般財源

H25現計
予算額

2,081

備考

事業の目標

農業者戸別所得補償制度の推進活動を行い、制度加入者の申請
書類等の配布・回収の申請手続きを支援し、奈良地域センター等
へ情報を提供する。

根拠条例等 奈良県戸別所得補償制度導入推進事業費補助金交付要綱

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

H25年度
事業の概要

農業者戸別所得補償制度の実施に必要となる推進活動のうち、
市が行う現場における推進活動や要件確認等に必要となる経費を
県から予め配分を受けて実施しているが、確認業務の効率化や消
耗品等の倹約などの成果により推進事務費の減額が生じた。

使用料

国　費

県　費 ▲ 3,807

市　債

細
目

6
戸別所得補償制度
導入推進事業

農業振興費

1 農業費

農林水産業費

事業の目的

農業者戸別所得補償制度において、農家の申請書類の受付、作
付面積の確認事務について行う。また集落営農の法人化に必要
な事務費助成、集落営農の経理事務担当者を育成する活動等を
支援する。

款 5

目 3

区分 №

項

区分名

所管課 142 農林課 （農林商工部）

事業
区分

新規
事業
名 農業者戸別所得補償推進事業費

区分 所属

宇陀市予算

4［第

年度 会計

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <5-1-3-6> <142>

補正予算
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平成 年度 宇陀市 補正予算

区分

事業別シート

年度 会計

25

<2013>
所属

一般会計

<1>

4［第 号］

<5-1-3-7> <142>

事業
区分

継続
事業
名 経営体育成支援事業

所管課 142 農林課 （農林商工部） 宇陀市予算

事業の目的

近年の農業は農業所得の激減、農業従事者の減少、高齢化の
進展、獣害対応、耕作放棄地拡大による農地面積の減少等を受
け厳しい状況におかれている。このような中で、農業生産の持続
性を確保し、住民への重要な役割を果たしていくためには、意欲
ある多様な経営体の育成・確保を図っていくことが必要である。こ
のため、それぞれの経営体が直面している課題に応じた、きめ細
やかな支援を実施する。

款 5

目 3

区分 №

項 1 農業費

農林水産業費

区分名

細
目

7 経営体育成交付金

農業振興費

H25年度
事業の概要

融資主体型補助
農業経営の発展・改善を目的とし、主として融資機関から行われ
る融資を活用し農業機械施設の導入事業を行う場合において、事
業費の30％以内が助成される。
　申請者数―5経営体（事業費20,000千円、助成金6,000千円）

使用料

その他

県　費 ▲ 4,876

市　債

根拠条例等 宇陀市経営体育成支援交付金交付要綱

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

国　費

事業の成果

　本年度から新たに追加された事業採択要件により、成果目標の
設定が困難な事由による事業要望の取り下げと、本事業2度目の
活用となる農業者にあっては、金融機関からの融資が受けることが
出来なかったため事業採択に至らなく、事業費の減額が生じた。
当初予算　　 6,000千円
執行予定額　1,124千円
補正額　　　 4,876千円（減額）

補正額 ▲ 4,876

H25補正
前予算額

6,000

H25現計
予算額

1,124

一般財源

経営体育成交付金　▲4,876千円

特定財源の状況

備考

事業の目標

新規就農者、認定農業者、集落営農組織等、「人・農地プラン」にお
いて農業担い手である地域の中心となる経営体として位置づけら
れた者が、農業機械の更新・導入及び共同利用施設の整備等で、
農業経営規模拡大、経営の多角化などの経営改善を行うことによ
り、地域の農業経営を活性化させる。
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平成 年度 宇陀市

年度 会計

事業別シート

区分 所属
<5-1-5-1> <145>

継続
事業
名 宇陀市地籍調査事業事業

区分

25

<2013>

一般会計

<1>

補正予算 4［第 号］

所管課 145 地籍調査課 （農林商工部） 宇陀市予算

区分名区分 №

事業の目的

宇陀市を区域とする土地の保全及びその利用の高度化に資
するとともに、地籍の明確化を図るため、土地の実態を科学的且
つ総合的に調査することを目的とする。 款 5

目 5

項 1

県　費 ▲ 4,695

農林水産業費

農業費

細
目

1 本庁地籍調査費

地籍調査費

H25年度
事業の概要

使用料

市　債

国　費

根拠条例等 国土調査法第6条の４（事業計画の実施等）

総合計画 基本計画　第3章　第1節　定住拠点の構築

その他

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

事業の成果

補正額 ▲ 6,533

H25補正
前予算額

19,830

H25現計
予算額

備考

事業の目標

13,297

一般財源 ▲ 1,838

地籍調査事業費負担金
               ▲4,695千円

特定財源の状況

県へ要望していた県負担金の減額による為。

【補正額】
単位：千円

補正額 補正後 補正前

歳入 節） △4,695 9,825 14,520

歳出 節） △6,533 11,344 17,877

農業費負担金

委　　託　　料
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平成 年度 宇陀市

過疎債　　　　　▲8,700千円

特定財源の状況

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 8,677

▲ 8,700

H25補正
前予算額

9,000
事業の成果

中山間地域の農林業の生産力の向上、利便性の向上を図り地域
住民等の生活の安定を図る。

一般財源 23

H25現計
予算額

323

備考

事業の目標

農業経営の合理化、農業生産力の向上や生産環境の利便性の向
上。

根拠条例等 土地改良法　第９１条　第６項

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

H25年度
事業の概要

　　　　　　　　　　　　　当初　　　　　　　　　　　　執行予定
県事業費　　　　　60,000千円　　　　　　　　　　2,150千円
市負担金 　　　　　9,000千円　　　　　　　　　　　323千円

内容　　　　　用地測量、用地補償費
場所　　　　　室生三本松
負担割合　　国50％　　県35％　　市15％

使用料

国　費

県　費

市　債

細
目

1 農業土木費

農業土木費

1 農業費

農林水産業費

事業の目的

農業経営の合理化及び農業生産力の増強を促進するため、広域
農道、基幹農道以外の道路網の基幹となる農道を県営事業で実
施する。 款 5

目 6

区分 №

項

区分名

所管課 142 農林課 （農林商工部）

事業
区分

継続
事業
名 県営一般農道整備事業（負担金）

区分 所属

宇陀市予算

4［第

年度 会計

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <5-1-6-1> <142>

補正予算
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平成 年度 宇陀市

森林整備地域活動支援事業
補助金　　　　　　▲11,805千円

特定財源の状況

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 15,841

H25補正
前予算額

15,841
事業の成果

森林法の改正により、森林施業計画の新規樹立および継続が不可
能になり、森林所有者が森林整備に係る補助事業費を活用する為
には「森林経営計画」の策定が必要不可欠となった。
このため、森林経営計画策定を支援する事を目的とした予算を計
上したが、森林経営計画の要件(団地規模、間伐実行量等)が非常
に高く、年度内に森林経営計画が策定される見込みが無いため今
年度の事業費を減額するものとする。

一般財源 ▲ 4,036

H25現計
予算額

備考

事業の目標

根拠条例等 宇陀市森林整備地域活動支援交付金交付要綱

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

H25年度
事業の概要

森林経営計画作成促進支援メニュー（経営委託型）を活用し、市内
森林の森林経営計画策定を支援する。
森林経営計画数　　　　 ０計画→１４計画（予定）
１経営計画の面積を複数林班の1/2程度（50～60ha）とし、１経営計
画作成に係る事業費を算出。
（10ha×54,000円）＋（15ha×38,000円）＝1,110千円
※54,000円→境界不明瞭、38,000円→境界明瞭
1，110千円×14計画＝15,540千円（事業費）
推進事務費＝301千円（事業費の2%程度）

使用料

国　費

県　費 ▲ 11,805

市　債

細
目

4
森林整備地域活動
支援事業費

林業振興費

2 林業費

農林水産業費

事業の目的

適時適切な森林施業が十分に行われない森林の発生を防止し、
森林の有する多面的機能が確保されるよう、森林経営計画の作
成を通じた森林整備の推進を図り、森林の保護・保全活動への
支援を行う。

款 5

目 2

区分 №

項

区分名

所管課 142 農林課 （農林商工部）

事業
区分

継続
事業
名 森林整備地域活動支援交付金事業

区分 所属

宇陀市予算

4［第

年度 会計

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <5-2-2-4> <142>

補正予算
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平成 年度 宇陀市

森林環境税施業放置林整備
事業委託金　　　▲17,644千円

特定財源の状況

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 17,644

H25補正
前予算額

82,727
事業の成果

H25年度
当初予算　　82,727千円
執行予定　　65,083千円（間伐面積≒177ha）
補正額　　　17,644千円（減額）

（参考）平成18年度～24年度の７ヶ年で、市全体で８４２haを実施
間伐実施面積
Ｈ１８年度　Ａ＝９３．４０ha　　　　Ｈ２２年度　Ａ＝９０．５３ha
Ｈ１９年度　Ａ＝１３８．７６ha　　　Ｈ２３年度　Ａ＝１０８．０２ha
Ｈ２０年度　Ａ＝１４８．９３ha　　　Ｈ２４年度　Ａ＝１６１．３８ha
Ｈ２１年度　Ａ＝１０１．０６ha

一般財源

H25現計
予算額

65,083

備考

事業の目標

奈良県森林環境税により実施している事業もＨ２３年度から２期目
（Ｈ２３～２７）に入り、今後も積極的に施業放置林の間伐を実施す
ることで、市内山林の荒廃を阻止し森林の持つ健全な環境保全機
能を回復させる。

根拠条例等 奈良県森林環境税条例

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

H25年度
事業の概要

事業概要　　　間伐面積
　　　　　　　　　　　計画Ａ＝239.38ha
　　　　　　　　　　　実施A＝177.00ha
事業対象　　　①人家周辺の山地災害防止に資する区域
　　　　　　　　　②集落水源の集水区域
　　　　　　　　　③近畿・東海自然歩道沿いのバッファゾーン
　　　　　　　　　④室生赤目青山国定公園区域
　　　　　　　　　⑤市が環境保全に重要と位置づける区域
事業内容　　　上記区域内で１０年以上放置された人工林を対象
　　　　　　　　　に40％以上の間伐を実施

使用料

国　費

県　費 ▲ 17,644

市　債

細
目

11
森林環境税施業放
置林整備事業費

林業振興費

2 林業費

農林水産業費

事業の目的

平成１８年度施行の「奈良県森林環境税条例」により、市内のス
ギ・ヒノキの人工林を対象に、１０年以上間伐による手入れの無
い施業放置林について森林所有者に代わって間伐を実施し、森
林の発揮すべき環境面の機能を保全する。
森林所有者の事業費負担なし（100％県費）

款 5

目 2

区分 №

項

区分名

所管課 142 農林課 （農林商工部）

事業
区分

継続
事業
名 森林環境税施業放置林整備事業

区分 所属

宇陀市予算

4［第

年度 会計

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <5-2-2-11> <142>

補正予算
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平成 年度 宇陀市

H25補正
前予算額

3,750

H25現計
予算額

2,000

特定財源の状況

事業の成果

○信用保証協会保証料の７０％を補填
○融資利率の１％を補填
○融資枠　２００，０００千円

平成２５年度保証料補填及び利子補填事業者（平成２６年１月現
在）
　　運転資金　　　　　５３事業者
　　設備資金　　　　　２事業者

備考

事業の目標

中小企業の事業経営に必要な運転資金や設備資金の融資を信用
保証協会が公的な保証人となり、借入れを容易にし、また市が融資
保証料と利子の一部を補填することで、資金調達の円滑化、企業
の合理化及び安定運営を図る。

補正額 ▲ 1,750

根拠条例等

総合計画 基本計画　第５章　第２節　商工業の活性化

H25年度
事業の概要

金融機関及び信用保証協会との調整により、貸出期日が９月以降
となったため補給金の減額を行う。
○中小企業資金融資保証料補給金
　平成２５年度当初予算額　　１，７５０千円
　決算見込み額　　　　　　　　　　 ８００千円
　差引　　　　　　　　　　　　　　　   ９５０千円
○中小企業資金融資利子補給金
　平成２５年度当初予算額　　２，０００千円
　決算見込み額　　　　　　 　　１，２００千円
　 差引　　　　　　　　　　　　　　　　８００千円

使用料

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

一般財源 ▲ 1,750

国　費

県　費

市　債

その他

細
目

1 本庁商工振興費

商工振興費

商工費
事業の目的

市内の中小企業者を対象に、事業経営に必要な運転資金や設
備資金の融資を、奈良県信用保証協会と金融機関の協力を得て
行い、資金調達の円滑化、企業の合理化及び本市中小企業の振
興発展を図る。

款 6

目 1

区分 №

項 1

区分名

商工費

宇陀市予算所管課 146 商工観光課 （農林商工部）

事業
区分

25

<2013>

一般会計

<1>

補正予算 4［第 号］

継続
事業
名 中小企業資金融資保証事業

年度 会計

事業別シート

区分 所属
<6-1-1-1> <146>
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <6-1-2-1> <146>

補正予算 4［第

年度 会計 区分 所属

号］

継続
事業
名 団体旅行誘致促進事業補助金

所管課 146 商工観光課 （農林商工部） 宇陀市予算

事業
区分

事業の目的

宇陀市内への団体観光客の誘致のため、市内の宿泊施設及び
市内の観光施設等を利用した団体旅行を実施する者に助成金を
交付する。 款 6

目 2

区分 №

項 1

区分名

商工費

商工費

細
目

1 本庁観光費

観光費

H25年度
事業の概要

団体旅行誘致促進事業補助金
　　　　予算額　　　　　　　　３，１００千円
　　　　決算見込み額　　　　　６３０千円
　　　　差引　　　　　　　　　　２，４７０千円

見込み台数
　　　宿泊　　１１台
　　　日帰り　３０台

使用料

国　費

県　費

市　債

根拠条例等 宇陀市団体旅行誘致促進事業助成金交付要綱

総合計画 基本計画　第５章　第４節　観光の振興

備考

事業の目標

点在する宇陀市の豊富な観光資源を周遊することにより、宇陀市
の魅力を広くPRし、観光の発展と地域活性につなげていく。

3,100
事業の成果

宇陀市内で宿泊又は市内の観光名所を２箇所以上伴う貸切バスを
利用した団体旅行商品に対して助成を行うことにより、宇陀市への
観光誘客の促進、滞在時間の延長が図られる。

一般財源 ▲ 2,470

H25現計
予算額

630

特定財源の状況

H25補正
前予算額

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 2,470
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <6-1-3-1> <146>

補正予算 4［第

年度 会計 区分 所属

号］

継続
事業
名 保養センター美榛苑事業

所管課 146 商工観光課 （農林商工部） 宇陀市予算

事業
区分

事業の目的

宇陀市地域周辺の観光資源や良質の温泉を活用し、滞在型観
光の拠点施設としてPRすることで、市外の観光客を誘客するとと
もに、地域の雇用の場、地元業者との連携による地域経済の拠
点とする。

款 6

目 3

区分 №

項 1

区分名

商工費

商工費

細
目

1 美榛苑費

美榛苑費

H25年度
事業の概要

入札執行により差金が生じたため減額を行う。
○保養センター美榛苑耐震化診断業務委託料
　　　　予算額　　　　　　　　　　８，５００千円
　　　　決算額見込み額　　　　５，４３３千円
　　　　差引　　　　　　　　　　 　３，０６７千円 使用料

国　費

県　費

市　債

根拠条例等 宇陀市保養センター美榛苑管理条例

総合計画 基本計画　第５章　第４節　観光の振興　

備考

事業の目標

8,500
事業の成果

保養センター美榛苑利用者の安全、安心、サービスの向上を図り、
利用者の増加を目指すとともに、美榛苑の安定運営を図る。

一般財源 ▲ 3,067

H25現計
予算額

5,433

特定財源の状況

H25補正
前予算額

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 3,067
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <6-1-5-40> <146>

補正予算 4［第

年度 会計 区分 所属

号］

継続
事業
名 ナシガ谷前処理場

所管課 146 商工観光課 （農林商工部） 宇陀市予算

事業
区分

事業の目的

毛皮革工場団地から排水される水を一次処理することにより、室
生ダムの水源である宇陀川並びに芳野川の水質保全と地場産
業の振興を図る。 款 6

目 5

区分 №

項 1

区分名

商工費

商工費

細
目

40
ナシガ谷前処理場
運営費

ナシガ谷前処理場
運営費

H25年度
事業の概要

毛皮革工場団地から排出される汚水の前処理

需用費
　薬品代　９２０千円（塩化第２鉄・消石灰）

委託費
　残渣処理処分委託料　　　　　１４４千円
　脱水汚泥処理処分委託料　　５００千円
　　合計　　　　　　　　　　　　　　６４４千円

使用料

国　費

県　費

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　第５章　第２節　商工業の活性化

備考

事業の目標

毛皮革工場団地１１社から排出される汚水を公共下水道基準値以
内の数値まで処理し、室生ダムの水源である宇陀川並びに芳野川
の水質保全と地場産業の振興を図る。

59,530
事業の成果

毛皮革工場団地１１社から排出される汚水の一次処理を行うことに
より、室生ダムの水源である宇陀川並びに芳野川の水質保全と地
場産業の振興が図られた。

年間処理量・・・６３，０００ 

一般財源 1,564

H25現計
予算額

61,094

特定財源の状況

H25補正
前予算額

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

1,564
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平成 年度 宇陀市

H25補正
前予算額

15,550

H25現計
予算額

10,915

社会資本整備総合交付金
　　　　　　　　　　　　▲2,700千円
地域づくり推進基金繰入金
　　　　　　　　　　　  　▲900千円
総務管理費雑入　　　▲900千円

特定財源の状況

事業の成果

道路利用者の安全性、利便性が向上し、地域の生活環境の改善
が図られる。又、うだアニマルパークへの南側からのアクセスが可
能となり、周辺道路の交通渋滞が改善されるとともに集客の増加に
より、地域の活性化が図られる。

備考

事業の目標

道路利用者の安全性、利便性の向上、地域の活性化を図る。

補正額 ▲ 4,635

根拠条例等 道路法第４２条（道路の維持又は修繕）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

H25年度
事業の概要

▲ 1,800

社会資本整備総合交付金事業
全体計画年度　H25～H27年度
全体事業費　　134,500千円　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）
全体延長　　　L=340ｍ
　　　幅員　　　W=7.0ｍ

測量試験費
用地他補償調査

使用料

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

一般財源 ▲ 135

国　費 ▲ 2,700

県　費

市　債

その他

細
目

17
社会資本整備総合
交付金事業（春日

道路新設改良費

道路橋梁費
事業の目的

当路線は地域の重要な生活道路であるが、幅員が狭く一部大型
車の通行に支障を来たし、又、うだアニマルパークへの南側から
のアクセス道路としての機能を充実する必要がある。 款 7

目 3

区分 №

項 2

区分名

土木費

宇陀市予算所管課 181 建設課 （建設部）

事業
区分

25

<2013>

一般会計

<1>

補正予算 4［第 号］

継続
事業
名 社会資本整備総合交付金事業　市道春日小附線・春日藤井線

年度 会計

事業別シート

区分 所属
<7-2-3-17> <181>

需用費消耗品費 75
需用費燃料費 131
委託費 10,600

使用料及び賃借料 109
計 10,915
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平成 年度 宇陀市

<7-5-1-1> <182>
年度 会計 区分 所属

25 一般会計 補正予算 ［第 4 号］ 事業別シート

<2013> <1>

事業
区分

継続
事業
名 宇陀市営住宅管理費

区分名

所管課 182 公営住宅課 （建設部） 宇陀市予算

事業の目的

公営住宅法、住宅地区改良法、特定優良賃貸住宅の供給の促
進に関する法律に基づき、住宅に困窮している者に低廉で優良
な賃貸住宅の供給を図り、市民生活の安定と福祉の増進に寄与
することを目的とする。

款 7

目 1

区分 №

項 5 住宅費

土木費

細
目

1 本庁住宅管理費

住宅管理費

根拠条例等 「宇陀市営住宅条例」宇陀市営改良住宅条例」「宇陀市特定公共賃貸住宅条例」

総合計画 基本計画　第３章　第１節　定住拠点の構築

財源の内訳　　（単位：千円）

H25年度
事業の概要

市営住宅を効果的に管理する。

分担金

使用料

国　費

県　費

その他

市　債

事業の成果

老朽化した市営住宅が多いが、職員による直営修繕や家賃徴収の
強化により、市営住宅の適正管理をおこなった。
　管理戸数
　　公営住宅　　　　　　　２８１戸
　　改良住宅　　　　　　　３０５戸
     特定公共賃貸住宅　　１７戸
 　（市営住宅　合計　　　６０３戸）
　  県営住宅　　　　　　　　２５戸

入居者募集に際し、対象とする空き家の改修工事は実施せず、応
募のあった空き家のみを修繕により対応し、併せて、職員による直
営修繕を行うことにより、経費の削減を行った。

一般財源 ▲ 2,032

補正額 ▲ 2,032

H25補正
前予算額

22,864

H25現計
予算額

20,832

事業の目標

特定財源の状況

備考

賃 金
需 用 費
役 務 費 ・ 旅 費
委 託 料 ▲ 122
使用料及び賃借料
工 事 請 負 費 ▲ 1700
原 材 料 費 ▲ 210
負 担 金
合 計 ▲ 2032
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平成 年度 宇陀市

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 22,704

▲ 2,200

県　費

市　債

事業の目標

一般財源 ▲ 20,504

H25現計
予算額

946,177

合併特例債　▲1,600千円
過疎債　　　　  ▲600千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等 宇陀広域消防組合規約第１１条及び第１２条

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

備考

968,881
事業の成果

H25年度
事業の概要

職員退職に伴う減額３名（中途退職１名）及び高規格救急車購入
費減額により負担金に減額が生じた。

　　　　946,177千円（平成２５年度負担金見込み額）
　　　　968,881千円（平成２５年度補正前予算額）
　　　▲22,704千円（差引　不用額）

使用料

国　費

細
目

1 常備消防費

宇陀市予算

消防費

消防費

区分名区分 №

款 8

目 1

項 1

常備消防費

所管課 43 危機管理課 （総務部）

事業の目的

　宇陀広域消防組合の経費負担

宇陀広域消防組合負担金事業
区分

継続
事業
名

年度 会計 区分 所属

4［第 号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <8-1-1-1> <43>

補正予算
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平成 年度 宇陀市

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 6,308

県　費

市　債

事業の目標

一般財源 ▲ 1,267

H25現計
予算額

93,500

消防団員退職報償金
　　　　　　　　　　　　▲5,059千円

消防団員公務災害補償金
　　　　　　　　　　　　　　18千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

備考

99,808
事業の成果

H25年度
事業の概要

▲ 5,041

団員報酬
　団員数、減による不用額　　　　　  　　          　▲649千円
報償費
　団員退職者数、減による不用額　           　 　▲4,751千円
　記念品等減額による不用額　　　 　　              ▲150千円
旅費
　全国大会等減額による不用額　　                   ▲142千円
　消防学校入校者宿泊から通学により未執行　   ▲220千円
需用費
　団員装備品減額による不用額　　　             　  ▲414千円

災害報償費
　療養報償費（消防団員診察代）　　　　　　　　　　　　 18千円

使用料

国　費

細
目

1 本庁非常備消防費

宇陀市予算

消防費

消防費

区分名区分 №

款 8

目 2

項 1

非常備消防費

所管課 43 危機管理課 （総務部）

事業の目的

宇陀市民の安心と安全を確保する。

非常備消防事業事業
区分

継続
事業
名

年度 会計 区分 所属

4［第 号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <8-1-2-1> <43>

補正予算
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平成 年度 宇陀市

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 1,743

県　費

市　債

事業の目標

一般財源 ▲ 1,743

H25現計
予算額

252

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

備考

1,995
事業の成果

H25年度
事業の概要

　備品購入費
　　個別受信機30基減額(50基から20基）　　▲1,743千円
　　　（個別受信機生産中止により、修理品を購入）

使用料

国　費

細
目

80
室生地域事務所災
害対策費

宇陀市予算

消防費

消防費

区分名区分 №

款 8

目 3

項 1

災害対策費

所管課 43 危機管理課 （総務部）

事業の目的

宇陀市民の安心と安全を確保する。

室生災害対策事業事業
区分

継続
事業
名

年度 会計 区分 所属

4［第 号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <8-1-3-80> <43>

補正予算
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平成 年度 宇陀市 号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <8-1-3-81> <43>

補正予算

年度 会計 区分 所属

4［第

奈良県防災訓練実施事業事業
区分

継続
事業
名

所管課 43 危機管理課 （総務部）

事業の目的

災害対策基本法及び地域防災計画に基づき、防災関係機関等
の参加と住民の協力を得て、総合的な防災訓練を行うことによ
り、防災関係機関等の連携体制の強化及び住民の防災意識の
高揚を図ることを目的とする。

№

款 8

目 3

項 1

災害対策費

宇陀市予算

消防費

消防費

区分名区分

細
目

81
奈良県防災総合訓
練費

3,100
事業の成果

H25年度
事業の概要

▲ 1,417

①名称　　 　 平成２５年度奈良県防災総合訓練
②主催者　　 奈良県、宇陀市、曽爾村、御杖村
③開催日時　平成２５年８月３１日（土曜日）　９：３０～１４：００
④開催場所　宇陀市心の森総合福祉公園及びふれあい交流ﾄﾞｰﾑ
⑤訓練内容
　　被災地訓練、医療救護・搬送訓練、孤立集落救助訓練
　　避難所訓練、炊き出し訓練、避難所医療訓練等
⑥参加機関　　県内防災関係機関６６団体
⑦実施費用
　　奈良県の規定に基づき、県及び宇陀市、曽爾村、御杖村により
    按分して負担。
　　・需用費　461千円、役務費　86千円、委託料　749千円
　　・訓練用摸造建物等減額により不用額　委託料　　▲1,804千円

使用料

国　費

県防災総合訓練県負担金
　　　　　　　　　　　　▲389千円
県防災総合訓練団体負担金
　（御杖村、曽爾村）
　　　　　　　　　　　 ▲1,028千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等 災害対策基本法第４８条　地域防災計画基本計画編第２章第３節

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

備考

事業の目標

実践・参加型訓練に重点を置き、地域住民や警察、消防、自衛隊
やライフライン機関、医療関係機関など66団体、約１，２００人が参
加して訓練を行い、防災関係機関の連携体制の強化と住民の防災
意識を高めることが出来た。また、開催場所の特徴と地形を生かし
た会場配置により費用の低減を図り、効率的な事業実施が行え
た。
・訓練参加団体　66団体
・訓練参加者　1200名
　避難所訓練　約120名、被災地訓練　約700名
　避難所医療訓練　約220名、救護・搬送訓練　約160名
・訓練参加車両　115台
・訓練参加航空機　5機（ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ4機、固定翼機1機）

一般財源 ▲ 387

H25現計
予算額

1,296

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 1,804

県　費

市　債

-42-



平成 年度 宇陀市

合併特例債　　▲6,600千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

7,000

H25現計
予算額

事業の成果

備考

事業の目標

補正額 ▲ 7,000

根拠条例等

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

H25年度
事業の概要

　平成２５年１２月に公売するが、申込者無しの為不執行。
防火水槽新設及び既設防火水槽解体工事、並びに消防用サイレ
ン移設及び火の見櫓解体工事の減額。
　設計委託料　　▲1,000千円
　工事費　　　  　▲6,000千円

一般財源 ▲ 400

国　費

県　費

その他

市　債 ▲ 6,600

消防施設費

細
目

1 本庁消防施設費

使用料

消防費

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

款 8

目 5

項 1

事業
区分

区分名

消防費

事業の目的

　旧大宇陀人権交流センター売却に伴う、防火水槽・火の見櫓移
設工事費不執行による減額。

所管課 43 危機管理課 （総務部）

区分 №

宇陀市予算

25

<2013>

一般会計

<1>

補正予算

新規
事業
名 消防施設保安管理・整備事業

年度 会計

事業別シート

区分 所属
<8-1-5-1> <43>

4［第 号］
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年度 会計

事業別シート

区分 所属
<9-2-1-1> <606>

継続
事業
名 旧下芳野小学校跡地整備事業

25

<2013>

一般会計

<1>

補正予算 4［第 号］

宇陀市予算所管課 606 教育総務課 （教育委員会事務局）

区分

事業
区分

区分名

教育費

事業の目的

小学校の再編統合により活用しなくなった校舎等で、老朽化して
いるため避難所としての機能不備の建物を解体する。
解体後の市有地は、広場等として整備することで地域の環境改
善、隣接する避難場所である芳野体育館への一時避難所、避難
者の駐車場等としての活用を図る。

款 9

目 1

項 2

№

使用料

小学校費

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

学校管理費

細
目

1 本庁小学校管理費

一般財源 50

国　費

県　費

その他

市　債 9,000

補正額 9,050

根拠条例等

総合計画

H25年度
事業の概要

菟田野地域の小学校再編統合により不要となった旧下芳野小学校
の教室棟及び倉庫等を解体し、広場、駐車場を整備し一時避難
所、避難者の駐車場等としての活用を図る。
工事内容　（解体整備）
　校　　舎　　　　　 872㎡（木造2階建て）
　倉庫・便所　　      62㎡（コンクリートブロック造平屋）
　建物敷地 　　　1,400㎡
当初予算額
　　設計監理委託　　　　2,400千円
　　工　事　費　　　　 　12,000千円
補正予算額
　　工　事　費　　　　　　9,050千円
事業費計　　　 　　 　　23,450千円

事業の成果

老朽化した建物の解体整備により、地域の環境改善、隣接する避
難場所である芳野体育館への一時避難所、避難者の駐車場として
活用できる。

備考

事業の目標

行政改革大綱にあるよう、スクラップ＆ビルドの徹底を行い、老朽
化した施設を解体し、環境の向上と維持管理経費の削減を図る。
広場整備することにより、災害時に地域の一時避難所、避難者の
駐車場等としての活用を図る。

過疎債    9,000千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

14,400

H25現計
予算額

23,450
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備考

事業の目標

行政改革大綱にあるように、スクラップ＆ビルドの徹底を行い、老
朽化した施設を解体し、環境の向上と維持管理費の削減を図る。

11,550

過疎債   　2,100千円

特定財源の状況

H25現計
予算額

50

補正額

市　債 2,100

事業の成果

施設が老朽化し、使用実績がない施設を廃止し、施設を取り壊し
て、借地を地主に返却することにより、維持管理費を削減できる。
解体後は、地域の環境改善、防災拠点としての活用を図る。
適正な施設の維持管理を行うことができ、地域住民が広場を活用
することにより、地域のコミュニティの向上を図ることができる。

一般財源

2,150

H25補正
前予算額

9,400

施設が老朽化し、使用実績がない芳野地区公民館を解体し借地を
地主に返却する。
・解体工事
　当初予算額
　　設計監理委託　　1,500千円
　　工事費　　　　　　7,900千円
補正予算額
　　工事費　　　　　　2,150千円
事業費計　　　　　　11,550千円

国　費

芳野地区公民館は、施設が老朽化し、使用実績がないことから
施設を廃止している。
施設を取り壊し、借地を地主に返却する。
解体後は、地域の環境改善、防災拠点としての活用を図る。

9

目

区分 区分名

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

公民館費

H25年度
事業の概要

その他

県　費

根拠条例等

総合計画 基本計画　第４章　第４節　生涯学習の充実

事業の目的

使用料

細
目

40 菟田野公民館費

款

2

5項

教育費

社会教育費

事業
区分

宇陀市予算

№

所管課 681 公民館 （教育委員会事務局）

新規
事業
名 芳野地区公民館跡地整備事業

25

<2013>

一般会計

<1>

補正予算 4［第

年度 会計

事業別シート

区分 所属
<9-5-2-40> <681>

号］
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <9-5-6-20> <604>

補正予算 4［第

年度 会計 区分 所属

号］

継続
事業
名 街なみ環境整備事業

所管課 604 文化財課 （教育委員会事務局） 宇陀市予算

事業
区分

事業の目的

歴史的環境の保存と住環境の整備との共生を図りながら、良好
な住環境の整備を図る事業である。文化財としての街なみ景観
の保存と住民が居住する住宅地区で実施することを目的とする。 款 9

目 6

区分 №

項 5

区分名

街なみ環境整備事
業費

社会教育費

教育費

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

細
目

20
街なみ環境整備事
業費

使用料

国　費 ▲ 3,250

県　費

市　債

備考

事業の目標

街なみ環境整備地区である宇陀松山地区は、城下町・商家町であ
り重要伝統的建造物群保存地区・宇陀松山城跡等を一体的事業と
位置づけ事業展開を進めていく。

H25補正
前予算額

34,940

その他

▲ 6,500

▲ 3,200

根拠条例等 国土交通省　街なみ環境整備事業制度要綱

総合計画 基本計画　第５章　第３節　歴史・文化資源の保全と活用

松山地区の地域の特性に応じた個性的で質の高いまちづくりを
実施するための整備、道路電柱の美装・街路灯整備等の住環境の
改善を行う。

H25年度
事業の概要

H25現計
予算額

28,440

街なみ環境整備事業費補助金
　　　                ▲3,250千円

合併特例債　　　▲3,200千円

特定財源の状況

事業の成果

旧伊勢道の道路美装化工事及び道路美装化設計委託業務の入札
差金による減額。
  ▲6,500千円

一般財源 ▲ 50

補正額
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年度 会計

事業別シート

区分 所属
<9-7-1-1> <621>

継続
事業
名 学校給食配送等業務委託補正

25

<2013>

一般会計

<1>

補正予算 4［第 号］

宇陀市予算所管課 621 学校給食センター （教育委員会事務局）

事業
区分

区分名

教育費

事業の目的

給食サービス提供の体制の効率化を図るため学校給食配送等
業務委託を実施する。

款 9

目 1

区分 №

項 7

学校給食費

学校給食費

市　債

その他

細
目

1 学校給食費

使用料

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

一般財源 ▲ 2,131

国　費

県　費

補正額 ▲ 2,131

根拠条例等 宇陀市立学校給食センター条例

総合計画 基本計画　第4章　第3節　教育環境の整備・充実

H25年度
事業の概要

学校給食配送等業務委託料の確定による減額　　▲2,131千円

事業の成果

学校給食サービス提供の体制の効率化が図れた。

備考

事業の目標

効率的な給食サービスの提供。

H25補正
前予算額

152,408

H25現計
予算額

150,277

特定財源の状況
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <10-1-1-1> <142>

補正予算

区分 所属

宇陀市予算

4［第

年度 会計

号］

事業
区分

継続
事業
名 農地・農業用施設災害復旧事業

所管課 142 農林課 （農林商工部）

区分名

事業の目的

　平成２５年９月１５日～１７日に日本列島を縦断した台風１８号に
よる豪雨により、農地・農業用施設に甚大な被害を受け、農業生
産の維持を図るとともに、農業経営の安定を図るため、被災者よ
り復旧申請のあった被災箇所の復旧を行う。

款 10

目 1

区分 №

項 1
農林業施設災害復
旧費

災害復旧費

細
目

1 農業災害復旧費

農業災害復旧費

H25年度
事業の概要

農地（田）災害５件７工区　8,100,000円
農業施設災害４件４工区　13,600,000円(農道災害 ２件２工区2,165,000円)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(水路災害 １件１工区2,511,000円)
　　　　　　　 　　　　　　　　　　(頭首工災害１件１工区8,923,000円)
　　 工事計 　９件 11工区　　21,700,000円
査定測量設計業務委託一式　 1,953,000円
      合　　計　　　　　　　　　　23,653,000円
※実施予定額23,653,000円－当初予算額32,100,000円＝減額8,447,000円
　農地災害　　　　　県費　　　　8,100,000円×95％ ＝   7,695,000円
　　　　　　　　　　　　市費　　　　8,100,000円×2.5％ ＝     202,500円
        　　　　　　　　分担金     8,100,000円×2.5％ ＝  　 202,500円
　農業施設災害　　県費　　　13,600,000円×98.7％ ＝13,423,200円
　　　　　　　　　　　　市費　　　13,600,000円×0.845％＝   114,920円
        　　　　　　　　分担金   13,600,000円×0.455％＝   　61,880円

使用料

国　費

県　費 ▲ 8,270

市　債

▲ 654

根拠条例等

総合計画

備考

　（10月9日交付・施行）
　激甚災害指定による県補助率の特例措置(かさ上げ)
　　　（予定）農地災害　県補助金    通常５０％→９５％
　　　（予定）農業施設災害      　　　通常６５％→９８．７％

事業の目標

現状復旧

32,100
事業の成果

　被災した農地・農業用施設を復旧することにより、農業生産の維
持と安定化が図れる。

一般財源 1,477

H25現計
予算額

23,653

農地農業用施設災害復旧事業分担金
▲654千円

農地農業用施設災害復旧事業補助金
▲8,270千円

農地農業用施設災害復旧事業債
▲1,000千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 8,447

▲ 1,000
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財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 29,688

▲ 11,200

市が管理する市道・河川の災害で被災した箇所を速やかに復旧
し、住民生活の安全を確保するとともに、道路等の安全性、利便性
の向上を図る。

一般財源 1,068

H25現計
予算額

90,254

公共土木施設災害復旧費負担金
　　                   　▲19,556千円

災害復旧事業債　　▲11,200千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等 公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

備考

事業の目標

市が管理する道路等において、自然災害により被災した箇所の速
やかな復旧を行い、地域の生活の安全を確保する。

119,942
事業の成果

H25年度
事業の概要

公共土木施設災害復旧事業

公共土木施設災害復旧工事　10箇所
単独災害復旧工事　　　　　　　 2箇所
崩土撤去等　　　　　　　　　　　14箇所 使用料

国　費 ▲ 19,556

県　費

市　債

細
目

1
本庁公共土木施設
災害復旧費

公共土木施設災害
復旧費

公共土木施設災害
復旧費

災害復旧費

区分 №

項 2

区分名

事業
区分

事業の目的

災害の速やかな復旧を行い、生活の安全を確保する。

款 10

目 1

継続
事業
名 公共土木施設災害復旧事業

所管課 181 建設課 （建設部） 宇陀市予算

年度 会計 区分 所属

号］25

<2013>

事業別シート一般会計

<1> <10-2-1-1> <181>

補正予算 4［第

節 単位千円
需用費 892
役務費 15,167
測量試験費 5,000
工事請負費 69,195

計 90,254
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年度 会計 区分 所属
<2013> <1> <11-1--> <61>

25 一般会計 補正予算 ［第 4 号］ 事業別シート

事業
区分

継続
事業
名 公債費　財源更正（元金・利子）

所管課 61 財政課 （企画財政部） 宇陀市予算

区分 № 区分名

事業の目的

宇陀市が過去に発行した地方債、または、前年度発行見込額に
対する償還額の適正な管理を行う。

款 11 公債費

目

項 1 公債費

細
目

根拠条例等

総合計画 基本計画　第６章　第４節　行財政改革の推進

財源の内訳　　（単位：千円）

H25年度
事業の概要

うだ・アニマルパーク進入路県償還補助金受入れによる財源更正

起債償還元金：10,386千円
起債償還利子： 2,359千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

分担金

使用料

国　費

県　費 12,745

市　債

その他

事業の成果

当該年度発行額を年間償還額以下に抑制しているため減少傾向
にある。

一般財源 ▲ 12,745

補正額

H25補正
前予算額

3,509,191

H25現計
予算額

3,509,191

事業の目標

起債償還の適正な管理に努める。 特定財源の状況

県償還補助金　12,745千円

備考

償還補助
対象分

県補助金 一般財源

23,541 5,452 18,089 12,745 5,344

年　間
償還金

交付税
算入額
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平成 年度 宇陀市

県補助金
償還推進費補助金　10,348千円

回収管理組合返戻金
　　　　　　　　　　　 ▲19,796千円

特定財源の状況

▲ 5,997

H25補正
前予算額

32,347

一般財源 3,451

補正額

H25現計
予算額

26,350

根拠条例等 奈良県住宅新築資金等貸付助成事業補助金交付要綱

総合計画 基本計画　第4章　第1節　誰もが尊重される共生のまちづくり

その他 ▲ 19,796

県　費 10,348

市　債

備考

事業の目標

H25年度
事業の概要

事業の成果

貸付制度（新築・宅地・改修）は、平成１３年度で廃止されたが、そ
の後の償還等に係る事務を行っている。公正で効率的に償還を進
めるために、奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合に加入
し、債権の回収を管理組合が行い、その会計処理を特別会計で処
理している。
貸付資金の回収を行っている奈良県住宅新築資金等貸付金回
収管理組合が資金の借受人の破産などにより回収不能と判断した
13,799千円について、回収不能の４分の３を県補助金として10,349
千円を受け入れ、残りの４分の１を一般会計から特別会計に3,451
千円を繰出して精算するものである。

使用料

国　費

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

細
目

1 元金

事業
区分

継続
事業
名 住宅新築資金貸付事業

元金

公債費

公債費

所管課

事業の目的

歴史的社会的理由により、生活環境等の安定向上が阻害されて
いる地域の環境改善を図るため、町村条例に基づき貸付けを
行った「住宅新築資金」「宅地取得資金」及び「住宅改修資金」に
ついて、貸付を行った資金を公正で適正かつ効率的に回収する
こと。

款 2

目 1

102 人権推進課 （市民環境部） 宇陀市予算

号］

<102>

補正予算 2［第

項 1

区分 № 区分名

年度 会計 区分 所属

25

<2013>

事業別シート住宅新築資金等貸付事業特別会計

<2> <2-1-1-1>

調定額 収入額 調定額 収入額 調定額 収入額
32,349 7,116 513,859 8,664 546,208 15,780 530,428

未済額

住宅新築資金等貸付金を借受人より回収する
平成２５年度当初債権数　　257件

平成２５年債権回収状況

（平成25年8月末現在）

現年度 過年度 合　計

回収不能と判断された債権
区　分 件数 貸付元金 貸付利子 償還額 未償還額 未到来利子 回収不能額

新築 1 6,000 3,011 1,502 7,509 106 7,403
宅地 1 5,000 2,510 1,227 6,283 79 6,204
改修 1 800 127 735 192 0 192
合　計 3 11,800 5,648 3,464 13,984 185 13,799
13,799千円×3/4＝10,349千円（補助金）
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート簡易水道事業特別会計

<11> <1-2-1-10> <501>

補正予算 2

年度 会計 区分 所属

［第 号］

継続
事業
名 松井簡易水道施設整備事業

2

所管課 501 水道部総務課 （水道局） 宇陀市予算

事業
区分

総務費

区分名

事業の目的

当地域は、井戸及び取り水を生活用水として使用している。また
渇水期になると枯渇する井戸もあり、安定した水量も得られず苦
慮している。本事業を実施することにより安定した水量、安全な水
質を確保することができ生活環境の改善が図られる。

款 1

目 1

区分 №

項

施設整備費

根拠条例等 水道法第１５条

細
目

10

施設整備費

施設整備費

分担金

その他

16,000

県　費

市　債 24,000

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

H25年度
事業の概要

800

4,200

菟田野宇賀志
　　　配水管　φ７５・１００　Ｌ＝１，０００ｍ
大宇陀東平尾
　　　配水管　φ７５　　　　　Ｌ＝　　７００ｍ
大宇陀大熊
　　　舗装復旧　　　　　　　　Ａ＝１，５００㎡
　給水戸数　　１２戸

使用料

国　費

財源の内訳　　（単位：千円）

国庫補助金　　16,000千円
簡水債　　　　　24,000千円
工事負担金　　　4,200千円
基金繰入金　　　　800千円

特定財源の状況

補正額 45,000

備考

「好循環実現のための経済対策」

事業の目標

菟田野宇賀志地区並びに大宇陀東平尾地区は、水道未整備地区
であり井戸原水の汚染や枯渇により毎日の生活に不安がつきま
とっている。くらしの安心を守り、水量の安定と安全な水質を確保す
るため、水道未普及地解消事業のメニューから衛生的な飲料水を
導き、住民の生活基盤の向上と地域の振興を図るものである。

H25補正
前予算額

53,000
事業の成果

給水区域を拡張したことにより生活環境の改善、公衆衛生の向上
がみられた。安全で安心して飲める水を安定したかたちで供給す
る。また消火栓設置した事から防災面でも拡充されてきた。

一般財源

H25現計
予算額

98,000
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート簡易水道事業特別会計

<11> <1-2-1-10> <501>

補正予算 2

年度 会計 区分 所属

［第 号］

継続
事業
名 田原簡易水道事業

2

所管課 501 水道部総務課 （水道局） 宇陀市予算

事業
区分

総務費

区分名

事業の目的

当田原地区は、井戸及び取り水を生活用水として使用している。
また、渇水期になると枯渇する井戸もあり、安定した水量が得ら
れず生活に影響を及ぼしている状況にある。本事業を実施するこ
とにより安定した水量、安全な水を確保することができ生活基盤
の改善が図れる。

款 1

目 1

区分 №

項

施設整備費

根拠条例等 水道法第１５条

細
目

10

施設整備費

施設整備費

分担金

その他

16,000

県　費

市　債 24,000

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

H25年度
事業の概要

2,200

2,800

白鳥居地内
　　配水管φ１５０　Ｌ＝３００ｍ　橋梁添架　１箇所　減圧弁　１箇所
守道地内
　　配水管φ１００　Ｌ＝２２０ｍ　φ７５　Ｌ＝１００ｍ
　　給水戸数　８戸 使用料

国　費

財源の内訳　　（単位：千円）

国庫補助金　16,000千円
簡水債　　　　24,000千円
工事負担金　　2,800千円
基金繰入金　　2,200千円

特定財源の状況

補正額 45,000

備考

「好循環実現のための経済対策」

事業の目標

守道、山口、白鳥居、上品、下品、和田地区は、水道未整備地区で
あり井戸原水の汚染や枯渇により毎日の生活に不安がつきまとっ
ている。くらしの安心を守り、水量の安定と安全な水質を確保する
ため、水道未普及地解消事業のメニューから衛生的な飲料水を導
き、住民の生活基盤の向上と地域の振興を図るものである。

H25補正
前予算額

41,120
事業の成果

水道未普及地解消事業により生活環境の改善、公衆衛生の向上
が図られ水道施設整備によって防災面でも拡充されてきた。

一般財源

H25現計
予算額

86,120
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平成 年度 宇陀市

▲ 3,524

事業の成果

奈良県宇陀土木において行う交差点改良に合わせた水道管の埋
設を行う事により、維持管理が容易になるとともに、安定した上水
の供給が図られたが、一部県道改良用地買収等の遅れから事業
の一部が次年度になったことにより当初予定の仮設、本設工事に
着手出来なくなった。

一般財源

補正額 ▲ 5,924

H25補正
前予算額

9,400

H25現計
予算額

事業の目標

簡易水道の安定供給
　宇陀市民が安心して暮らせる生活環境づくり

特定財源の状況

過疎債　　▲1,200千円
簡水債　　▲1,200千円
県補償金　　▲3,660千円
基金繰入金　　136千円

備考

市　債 ▲ 2,400

分担金

使用料

3,476

根拠条例等 水道法第１５条

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

財源の内訳　　（単位：千円）

H25年度
事業の概要

当初
　　仮設工事　レンタル管　φ１００　　Ｌ＝２８０ｍ
　　配水管φ７５　Ｌ＝１３０ｍ
　　配水管φ１００　Ｌ＝２００ｍ
変更
　　配水管φ７５　Ｌ＝１４０ｍ

その他

国　費

目 1

県　費

細
目

10 施設整備費

施設整備費

項 2 施設整備費

区分名

款 1 総務費

区分 №

所管課 501 水道部総務課 （水道局） 宇陀市予算

事業
区分

継続
事業
名

県道上笠間三本松停車場線改良工事に伴う水道管移設工事

事業の目的

奈良県において、室生三本松地内県道上笠間三本松停車場線
(三本松駅付近)の改良工事を平成２４年度より実施しているが、
改良工事を実施するに当たり、市管理水道管が支障になることか
ら工事実施前に仮設工事を行うとともに、改良工事完了後本設を
行う。

25 簡易水道事業特別会計 補正予算 ［第 2 号］ 事業別シート

<2013> <11> <1-2-1-10> <501>
年度 会計 区分 所属
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート簡易水道事業特別会計

<11> <1-2-1-10> <501>

補正予算 2

年度 会計 区分 所属

［第 号］

継続
事業
名 簡易水道統合整備事業（大宇陀中央・東部）

2

所管課 501 水道部総務課 （水道局） 宇陀市予算

事業
区分

総務費

区分名

事業の目的

心の森福祉ゾーン一帯は、丘陵地に位置していることから、中央
簡易水道区域としては水圧・水量共に日常苦慮している状況にあ
り、一時的に南部簡易水道区域からの水により補充している。こ
の地域周辺の水量、水圧不足を早期に解消するため中央・東部
簡易水道を連絡管にて結び水道施設改善整備を行う。

款 1

目 1

区分 №

項

施設整備費

根拠条例等 水道法第１５条

細
目

10

施設整備費

施設整備費

分担金

その他

▲ 1,650

県　費

市　債 ▲ 4,900

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

H25年度
事業の概要

▲ 49

当初
　　舗装復旧工事
　　　　舗装復旧面積　A=４，８００㎡
変更
　　舗装復旧工事
　　　　舗装復旧面積　A=３，２９０㎡
当初県道佐倉大宇陀線の舗装復旧を計画していたが、県の維

持において舗装工事を実施したことによる舗装面積の減少。

使用料

国　費

財源の内訳　　（単位：千円）

　国庫補助金　　　　　▲1,650千円
　簡水債　　　　　　　　▲4,900千円
　基金繰入金　　　　　　 ▲49千円

特定財源の状況

補正額 ▲ 6,599

備考

事業の目標

　心の森福祉ゾーン一帯の水圧・水量不足の解消。南部簡易水道
施設の稼働率を１００％から正常な７０％に戻す。

H25補正
前予算額

17,000
事業の成果

平成２２年３月に事業認可を得ている中央・東部簡易水道区域は、
一つの大宇陀簡易水道事業給水区域となった。福祉ゾーンとして
の施設をより充実し安全・安心な水が安定して供給されるようにな
り、災害時の避難場所としての機能をもつ貯水槽も建設された。

一般財源

H25現計
予算額

10,401
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート簡易水道事業特別会計

<11> <1-2-1-10> <501>

補正予算 2

年度 会計 区分 所属

［第 号］

新規
事業
名

受託工事（左近橋架け替え工事に伴う水道管移設工事(仮設)）

2

所管課 501 水道部総務課 （水道局） 宇陀市予算

事業
区分

総務費

区分名

事業の目的

奈良県宇陀土木において、宇陀川河川改修に伴い、市道左近橋
架け替え工事実施するに当たり、水道管が支障になることから、
架け替え工事実施前に仮設工事を行い、安定した上水の供給を
図る。

款 1

目 1

区分 №

項

施設整備費

根拠条例等 水道法第１５条

細
目

10

施設整備費

施設整備費

分担金

その他

県　費

市　債

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

H25年度
事業の概要

▲ 13,000

当初
　　　仮設工事　レンタル管　φ２００　　Ｌ＝２５０ｍ
　　　不断水仕切弁　φ２５０　２基
　　　不断水割Ｔ字管　φ２５０　×　φ２００　１基
　　　不断水割Ｔ字管　φ２００　×　φ２００　１基
変更
　　　県の実施計画の変更に伴い左近橋の架け替え工事が
　　平成２６年度となったため、仮設工事が実施できなくなった。

使用料

国　費

財源の内訳　　（単位：千円）

県補償金　　▲13,000千円

特定財源の状況

補正額 ▲ 13,000

備考

事業の目標

簡易水道の安定供給
　宇陀市民が安心して暮らせる生活環境づくり

H25補正
前予算額

13,000
事業の成果

仮設工事を実施することにより、工事中の断水等を未然に防ぎ安
定した水の供給が図られる。

一般財源

H25現計
予算額
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平成 年度 宇陀市

<1-2-1-10> <501>
年度 会計 区分 所属

25 簡易水道事業特別会計 補正予算 ［第 2 号］ 事業別シート

<2013> <11>

事業
区分

継続
事業
名 室生中央簡易水道統合整備事業（大野三本松・古大野）

事業の目的

奈良県水道局は、平成２６年度に室生大野・三本松へ県営水道
を送ることが現実となった。このことから室生川の水利権が自動
消滅する暫定水利であることや、内山浄水場の老朽化に伴う大
改造に多大な経費を費やす必要がなくなったこと等により、三本
松に受水池を建設し県営水道に切替え、古大野飲料水供給施設
と統合整備することとした。

款 1

区分 №

項 2

所管課 501 水道部総務課 （水道局） 宇陀市予算

区分名

総務費

施設整備費

細
目

10 施設整備費

国　費

県　費

その他

目 1 施設整備費

補正額 6,000

H25補正
前予算額

財源の内訳　　（単位：千円）

H25年度
事業の概要

当初
　　　　受水池電気計装設備及び敷地内配管工事
         　　市道復旧工事　L=523m
変更
　　　　受水池電気計装設備及び敷地内配管工事
         　　市道復旧工事　L=523m
　　　　　　　※　奈良県水道局市道舗装工事受託工事の追加
　　　　　　　　　　　　　　　　L=523m

分担金

使用料

6,000

事業の成果

根拠条例等 水道法第１５条

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

現在、宇陀川と室生川を原水として内山浄水場で水をつくり、三本
松配水池にポンプ加圧して溜めている。これを県営水道の水源に
切り替えることにより浄水場の運転経費及び維持管理経費削減に
つながる。古大野飲料水供給施設においてもこの給水区域と統合
することにより、室生中央簡易水道区域として安全・安心な水が安
定的に供給できる。

一般財源

76,084

H25現計
予算額

82,084

市　債

事業の目標

　簡易水道各施設の維持管理経費の削減。
　宇陀市民が安心して暮らせる生活環境づくり。

特定財源の状況

県受託金　6,000千円

備考
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平成 年度 宇陀市25

<2013>

事業別シート簡易水道事業特別会計

<11> <1-2-1-10> <501>

補正予算 2

年度 会計 区分 所属

［第 号］

継続
事業
名

受託工事（国道３７０号線野依交差点改良工事に伴う水道管移設工事）

2

所管課 501 水道部総務課 （水道局） 宇陀市予算

事業
区分

総務費

区分名

事業の目的

奈良県において、大宇陀野依国道３７０号線(野依交差点)の改良
工事を実施するに当たり、市管理水道管が支障になることから平
成24年度に仮設工事を行い上水の供給を図っているが、本年
度、県の交差点改良が完了するまでの間のレンタル管使用及び
交差点改良後に国道に本設を行う。

款 1

目 1

区分 №

項

施設整備費

根拠条例等 水道法第１５条

細
目

10

施設整備費

施設整備費

分担金

その他

県　費

市　債

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

H25年度
事業の概要

▲ 7,000

　当初
　　　仮設工事　レンタル管　φ１００　　Ｌ＝２８４ｍ
　　　配水管φ１００　Ｌ＝２００ｍ
　　　ホックスカルバート添架
　　　給水戸数　φ２０　３戸
　　　仮設工事　レンタル管　φ１００撤去工　　Ｌ＝２８４ｍ
　変更
　　　配水管φ１００　Ｌ＝３８．２ｍ
　　　ホックスカルバート添架
　　　給水戸数　φ２０　２戸
　　　仮設工事　レンタル管　φ１００撤去工　　Ｌ＝１２１．４ｍ
　　　奈良県の改良計画の変更に伴う本設工事の変更

使用料

国　費

財源の内訳　　（単位：千円）

施設基金繰入金　▲2,600千円
県補償金　　　▲4,400千円

特定財源の状況

補正額 ▲ 7,000

備考

事業の目標

簡易水道の安定供給
　宇陀市民が安心して暮らせる生活環境づくり

H25補正
前予算額

12,000
事業の成果

仮設工事を実施することにより、工事中の断水等を未然に防ぎ安
定した水の供給が図られる。

一般財源

H25現計
予算額

5,000
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平成 年度 宇陀市

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

1,300

1,300

一般財源

H25現計
予算額

19,174

流域下水道事業債　1,300千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等 下水道法３１条の２（市町村の負担）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

備考

「好循環実現のための経済対策」

事業の目標

17,874
事業の成果

H25年度
事業の概要

国の補正予算に係る宇陀川流域下水道建設負担金の増
補助事業分　３０，４００千円－国負担２０，０００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－県負担９，１００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝１，３００千円（市負担） 使用料

国　費

県　費

市　債

細
目

1 下水道総務費

下水道総務費

下水道費

下水道費

区分 №

項 1

区分名

事業
区分

事業の目的

●宇陀川流域下水道建設負担金
奈良県が行う、国庫補助事業の補助裏負担分と、県単独事業の
１／８を宇陀市が負担する。

款 1

目 1

新規
事業
名 下水道総務費【国の補正予算分】

所管課 162 下水道課 （水道局） 宇陀市予算

年度 会計 区分 所属

号］25

<2013>

事業別シート下水道事業特別会計

<12> <1-1-1-1> <162>

補正予算 2［第
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平成 年度 宇陀市

年度 会計

事業別シート

区分 所属
<1-1-2-1> <162>

継続
事業
名 下水道管理費

25

<2013>

下水道事業特別会計

<12>

補正予算 2［第 号］

宇陀市予算所管課 162 下水道課 （水道局）

事業
区分

区分名

下水道費

事業の目的

●維持管理
設置する公共下水道の管理費及び使用に基づき、取付管工事を
行う。
使用料を徴収する。
市内６８カ所にあるポンプ場・マンホールポンプ場の維持管理及
び補修を行う。
●流域下水道維持管理費負担金
宇陀川浄化センターでの処理経費に係る費用を、センターに流入
する排水量により算出し、県に支払う。

款 1

目 2

区分 №

項 1

下水道管理費

下水道費

市　債

その他

細
目

1
下水道管理費・公
共

使用料

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

一般財源 ▲ 9,928

国　費

県　費

補正額 ▲ 29,928

根拠条例等 宇陀市下水道条例

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

H25年度
事業の概要

▲ 20,000

①人件費及び流域下水道維持管理費負担金の減額
給　　　料　▲２，５００千円
職員手当　▲１，５００千円
共済費　　　▲　９００千円
使用料及び賃借料　▲１，０２８千円
流域下水道維持管理費負担金　　▲３，０００千円

②工事費の変更
左近橋マンホールポンプ場移設（設計・工事）　▲２３，０００千円
野依道路拡幅に伴う本管移設工事　２，０００千円

事業の成果

備考

事業の目標

H25補正
前予算額

239,392

H25現計
予算額

209,464

雑入（移設補償費）
　　　　　　▲20,000千円

特定財源の状況
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平成 年度 宇陀市

H25現計
予算額

24,000

事業の目標

特定財源の状況

社会資本整備総合交付金
                         1,000千円
公共下水道債
                         1,000千円

備考

その他

事業の成果

宇陀川処理区天満台地区長寿命化対策の実施率を向上させ、既
設管路の長寿命化を得る。

一般財源

補正額 2,000

H25補正
前予算額

22,000

国　費 1,000

県　費

市　債 1,000

根拠条例等 社会資本整備総合交付金交付要綱

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

財源の内訳　　（単位：千円）

H25年度
事業の概要

国の補正予算に係る工事費の増
社会資本整備総合交付金事業（国交省）
全体計画年度　　H22～29年度
全体計画の概要　長寿命化対策管路更生工事

分担金

使用料

細
目

1 公共下水道・補助

項 2 公共下水道建設費
事業の目的

●天満台地区管路更生工事
老朽化が進んでいる天満台地区の下水道の長寿命化計画書に
基づき、管路更生工事を計画的に実施し、管路の長寿命化及び
不明水を排除することにより、管理費の低減を図る。

款 1 下水道費

目 1 公共下水道建設費

区分 № 区分名

所管課 162 下水道課 （水道局） 宇陀市予算

事業
区分

継続
事業
名 天満台地区管路更生工事

25 下水道事業特別会計 補正予算 ［第 2 号］ 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2013> <12> <1-2-1-1> <162>
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平成 年度 宇陀市

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

24,000

12,900

宇陀川処理区天満台地区長寿命化対策の実施率を向上させ、既
設管路の長寿命化を得る。

一般財源 100

H25現計
予算額

24,000

社会資本整備総合交付金
                   11,000千円
公共下水道債
                   12,900千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等 社会資本整備総合交付金交付要綱

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

備考

「好循環実現のための経済対策」

事業の目標

事業の成果

H25年度
事業の概要

国の補正予算に係る工事費の増
社会資本整備総合交付金事業（国交省）
全体計画年度　　H22～29年度
全体計画の概要　長寿命化対策管路更生工事

事業費　　24,000千円
使用料

国　費 11,000

県　費

市　債

細
目

1 公共下水道・補助

公共下水道建設費

公共下水道建設費

下水道費

区分 №

項 2

区分名

事業
区分

事業の目的

●天満台地区管路更生工事
老朽化が進んでいる天満台地区の下水道の長寿命化計画書に
基づき、管路更生工事を計画的に実施し、管路の長寿命化及び
不明水を排除することにより、管理費の低減を図る。

款 1

目 1

継続
事業
名 天満台地区管路更生工事【国補正予算】

所管課 162 下水道課 （水道局） 宇陀市予算

年度 会計 区分 所属

号］25

<2013>

事業別シート下水道事業特別会計

<12> <1-2-1-1> <162>

補正予算 2［第
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平成 年度 宇陀市

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

補正額

その他

▲ 4,300

一般財源 ▲ 4,300

H25現計
予算額

130,984

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

備考

事業の目標

135,284
事業の成果

H25年度
事業の概要

利率確定による減額
▲４，３００千円

使用料

国　費

県　費

市　債

細
目

1 利子

利子

公債費

公債費

区分 №

項 1

区分名

事業
区分

事業の目的

起債償還金利子

款 2

目 2

継続
事業
名 公債費（利子）

所管課 162 下水道課 （水道局） 宇陀市予算

年度 会計 区分 所属

号］25

<2013>

事業別シート下水道事業特別会計

<12> <2-1-2-1> <162>

補正予算 2［第
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平成 年度

工事負担金　　　  5,500千円
国庫補助金　　　32,000千円
企業債　　　　　　24,000千円
出資債　　　　　　24,000千円
内部留保資金　　5,900千円

特定財源の状況

事業の成果

この給水区域は、平成２４年度から平成２９年度までの計画として
いる。この事業が完了すると旧榛原町が掲げてきた榛原全戸給水
となり、上水道の水道未普及地解消事業が完了する。

備考

事業の目標

当地域は、長年にわたり井戸及び取水を生活用水として使用してき
たが水量、水質について日々不安定な状況で苦慮していた。本事
業により上水を送ることで、安定した水量、安全な水質を確保でき
生活基盤の改善が図られる。

補正額 91,400

H25補正
前予算額

78,600

H25現計
予算額

170,000

一般財源

根拠条例等 水道法第15条、宇陀市水道事業の設置等に関する条例

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

H25年度
事業の概要

29,900

5,500

当初
　　　　　赤瀬高区配水池造成工事 Ａ＝　　５００㎡
　　　　　送水管　φ　７５　　　　　　　Ｌ＝１，０００ｍ
　　　　　配水管　φ１５０　　　　　　　Ｌ＝１，０００ｍ
　　　　　舗装復旧工事　　　　　　　　Ａ＝３，５００㎡
変更
　　　　　赤瀬配水池造成工事　Ａ＝１７０㎡
　　　　　送配水管　φ１５０・７５　Ｌ＝３、１１３ｍ
　　　　　配水管　　φ７５・５０・４０　Ｌ＝１，５２０ｍ
　　　　　舗装復旧　Ａ＝５，０００㎡
　　　　　給水戸数　Ａ＝１０戸

使用料

国　費 32,000

県　費

市　債 24,000

その他

細
目

水道建設事業費

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

事業の目的

宇陀市上水道事業第３次拡張計画のうち、東榛原地区（玉立・赤
瀬・額井・山辺三）の一部高所地区への水道の供給を行う。

款 1

目 2

区分 №

項 1 建設改良費

区分名

資本的支出

宇陀市予算

25

<2013> #N/A

補正予算 1［第 号］宇陀市水道事業特別会計

所管課 501 水道部総務課 （水道局）

事業
区分

継続
事業
名 玉立・赤瀬地区上水道事業

年度 会計

事業別シート

区分 所属
<1-1-2-> <501>
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平成 年度 号］25

<2013>

事業別シート

#N/A <1-1-2-> <501>

補正予算 1［第宇陀市水道事業特別会計

年度 会計 区分 所属

501 水道部総務課 （水道局） 宇陀市予算

事業
区分

事業の目的

当地域は昭和４９～５１年にかけて民間デベロッパーにより造成
された住宅地で、完成後３６年経過しており、老朽等により漏水事
故が年々増加傾向にあり安定供給に支障を及ぼしていることか
ら、既設管の更新を行い安定供給を図る。

款 1

目 2

継続
事業
名 天満台地区老朽管敷設替工事

所管課

区分 №

項 1

区分名

建設改良費

資本的支出

細
目

水道建設事業費

当初
　　　配水管設置老朽管敷設替工事(舗装復旧含む)
　　　　　　　HPPE　　　　φ１００　L=300ｍ
　　　　　　　レンタル管　φ１００　L=300ｍ
変更
　　　配水管設置老朽管敷設替工事(舗装復旧含む)
　　　　　　　HPPE　　　　φ１００　L=　　0ｍ
　　　　　　　レンタル管　φ１００　L=　　0ｍ
　　　　　　　※　漏水修理等維持修繕で対応

使用料

国　費

県　費

市　債

財源の内訳　　（単位：千円）

分担金

その他

内部留保資金　　▲12,000千円

特定財源の状況

H25補正
前予算額

根拠条例等 水道法第15条、宇陀市水道事業の設置等に関する条例

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

備考

事業の目標

　老朽管敷設替工事により、安心・安全な水の安定供給を図る。

12,000
事業の成果

H25年度
事業の概要

▲ 12,000

老朽管敷設替工事により、安心・安全な水の安定供給が図られる。 一般財源

H25現計
予算額

補正額 ▲ 12,000
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